
　

市
民
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本

年
も
お
健
や
か
に
新
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
も
、
市
長
と
し
て
初
め
て

新
し
い
年
を
迎
え
、
ひ
と
際
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
そ

の
節
目
に
、
市
報
の
構
成
も
大

き
く
変
更
し
ま
し
た
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
も
、
新
た

な
元
号
と
な
る
本
年
を
「
新
生

太
宰
府
元
年
」
と
位
置
づ
け
、

斬
新
な
取
り
組
み
を
精
力
的
に

進
め
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
一
年
の
市
政
の
新
た
な

挑
戦
に
ご
期
待
い
た
だ
き
ま
す

と
と
も
に
、
よ
り
一
層
の
ご
理

解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
お
健
や
か
に
新
し
い
年

を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
市
政
全

般
に
わ
た
り
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
１
月
末
に
市
長
に
就
任
さ

せ
て
頂
い
て
か
ら
間
も
な
く
一
年

と
な
り
ま
す
。
前
任
者
が
不
信
任

決
議
を
受
け
、
議
会
も
解
散
さ

れ
、
市
三
役
が
不
在
と
な
る
太
宰

府
に
と
っ
て
未
曾
有
の
混
乱
の
の

ち
、
選
挙
投
開
票
日
翌
朝
に
は
初

登
庁
し
、
早
速
に
就
任
行
事
に
臨

ん
だ
こ
と
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

　

ま
さ
し
く
一
人
き
り
で
乗
り
込

ん
だ
市
役
所
で
あ
り
ま
し
た
が
、

共
に
力
を
合
わ
せ
て
混
迷
を
立
て

直
そ
う
と
職
員
諸
氏
に
率
直
に
呼

び
か
け
、
彼
ら
や
議
員
各
位
、
そ

し
て
何
よ
り
市
民
の
皆
様
の
温
か

い
ご
理
解
ご
協
力
の
賜
物
で
、
ま

ず
は
混
迷
か
ら
脱
却
で
き
た
の
で

は
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

就
任
か
ら
最
初
の
議
会
と
な
り

ま
し
た
３
月
議
会
で
は
、
冒
頭
に

所
信
表
明
演
説
を
行
い
、
42
歳
の

若
さ
、
し
が
ら
み
の
な
い
発
想
力
、

国
政
経
験
な
ど
を
生
か
し
て
市
政

に
新
し
い
風
を
吹
き
込
み
、
一
身

を
な
げ
う
っ
て
真
の
市
政
改
革
実

現
に
邁
進
す
る
と
の
覚
悟
を
訴
え

ま
し
た
。

　

そ
の
思
い
の
も
と
、
市
政
運
営

に
お
い
て
中
長
期
的
視
点
、
広
域

的
視
野
、
国
・
県
・
民
間
と
の
連

携
な
ど
を
心
が
け
、
県
行
政
出
身

の
副
市
長
、
学
校
現
場
出
身
の
女

性
教
育
長
を
任
命
し
、
市
初
の
職

員
採
用
説
明
会
を
行
う
な
ど
、
本

市
の
人
材
育
成
に
ま
ず
力
を
入
れ

て
お
り
ま
す
。

　

６
月
議
会
で
は
、
選
挙
公
約
で

あ
り
ま
し
た
３
つ
の
工
程
と
７
つ

の
プ
ラ
ン
と
従
来
の
第
５
次
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
を
組
み
合
わ

せ
た
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
施
政

方
針
演
説
を
行
い
、
平
成
30
年
度

の
全
体
施
策
の
方
向
性
と
予
算
を

説
明
し
、
着
実
に
執
行
に
努
め
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
肝
い
り
の
政
策
で

あ
り
ま
す
市
民
参
画
の
行
政
・
街

づ
く
り
と
し
て
の
「
市
長
と
語
る

会
」
や
学
問
の
神
様
に
ふ
さ
わ
し

い
教
育
・
子
育
て
と
し
て
の
「
子

ど
も
・
学
生
未
来
会
議
」
、
超
成

長
戦
略
と
し
て
の
「
ふ
る
さ
と
納

税
拡
充
」
な
ど
を
初
年
度
か
ら
早

速
実
行
に
移
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
積
極
的
広
域
連
携
に
よ

る
大
太
宰
府
構
想
を
組
み
込
ん
だ

観
光
基
本
計
画
策
定
作
業
や
環
境

重
視
の
逆
転
の
発
想
に
よ
る
渋
滞

解
消
を
目
指
す
総
合
交
通
計
画
協

議
会
、
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協

議
会
で
の
議
論
も
、
多
彩
な
外
部

有
識
者
の
ご
協
力
を
得
て
鋭
意
進

め
て
お
り
ま
す
。

　

民
間
の
知
恵
を
生
か
し
た
高
齢

者
福
祉
と
し
て
専
門
職
が
地
域
に

出
向
き
出
張
相
談
会
を
行
う
な
ど

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
型
の
相
談
対
応
に

努
め
、
防
衛
省
自
衛
隊
と
連
携
し

た
市
民
の
安
心
安
全
を
体
現
す
る

た
め
、
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
応
可

能
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
実
施
に

向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
平
成
最
後
の
年
で
あ

り
、
新
た
な
元
号
の
始
ま
り
の
年

で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
先

人
の
功
績
に
思
い
を
致
し
、
か

つ
て
の
混
乱
も
一
つ
の
教
訓
と
し

て
、
迎
え
た
年
を
「
新
生
太
宰
府

元
年
」
と
位
置
づ
け
、
新
た
な
飛

躍
の
始
ま
り
の
年
に
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
一
年
の
市
政
に

対
し
ま
し
て
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
と
共
に
、
本
年
が
市
民

の
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈

り
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



3  広報だざいふ 2019.1.1（平成 31 年） 市ホームページアドレス　http://www.city.dazaifu.lg.jp/

水城小学校「まほろば探検隊・
子ども解説員」

　昨年11月10日㈯、太宰府を愛し誇る

児童生徒の育成を目的とする「だざいふ・

ふるさと学習」の一環として、水城小学

校「まほろば探検隊・子ども解説員」の取

り組みが市内各所の史跡で行われました。

６年生の児童らが、史跡解説員とともに

学んだ史跡や文化財の魅力を、保護者や

地域の人々に自分の言葉で解説しました。

また、聞く人に伝わりやすいよう、説明

パネルも手作りしていました。

「楠田大蔵市長と語る会」スタート

　市長公約の柱の１つでもあります、自治会ごとに出向

いて市民の皆さんと意見交換を行う「楠田大蔵市長と語

る会」を昨年11月8日㈭、五条台区自治会からスタート

しました。

　この「楠田大蔵市長と語る会」では、市民の声が届く、

市民に声が伝わる市政の実現で市民力を引き出すことを

趣旨としており、市長が考えるビジョンや最近のトピッ

クを話したのち、参加した皆さんと市長が直接やりとり

を行う意見交換を行っています。

　なお、今後の開催予定につきましては、開催自治会へ

の隣組回覧、市ホームページなどでお知らせします。

楠田市長が講師となり、大学生、中学生に授業

福岡女子短期大学「社会人入門講座」 第３回太宰府中学校「ドリカム講座」

　昨年11月5日㈪、福岡女子短期大学の「社会人

入門講座」で楠田市長が本市の現状について講演

をしました。

　質疑では、学生から「今後の本市保育園の待遇」

やよく利用している「西鉄太宰府駅の駐輪場」につ

いての質問など、学生ならではの視点での質問が

出されました。

　昨年11月17日㈯、太宰府中学校「第３回ドリ

カム講座」で、楠田市長が「失敗からいかに学ぶか」

と題して、全校生徒や保護者、地域の人に市長自

身の体験談を語りました。「自分の持てる力を出

し尽くせば、たとえ失敗しても次の道が必ず開け

るので、一度や二度失敗しても簡単に諦めずに頑

張ってください」と思いを伝えました。
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〈文化財課〉

　明けましておめでとうございます。

　「一年の計は元旦にあり」と申しま

すが、新年を迎え、この一年の目標

や計画は描かれましたでしょうか。

　昨年晩秋、大宰府史跡発掘50年の

節目にあたり記念式典が催されまし

た。記念イベントとしての「大宰府史跡ものがたり」に参加し、

今日まで何度も訪ねた古都大宰府の魅力にあらためて感動した

一日でした。戒壇院での座禅体験と講話、観世音寺伽藍と宝物

の解説、茶室天智院での呈茶、蔵司地区発掘現場での説明会な

どいずれも文化財専門員の皆さんの丁寧な解説で今日まで得た

知識を大幅に塗り替えました。古代九州を統括していた大宰府

の役所の一つとして、財政を管理していた「蔵司」から多数出土

している文字資料「荷札木簡」は九州各地の広域的な流通を裏付

け出来る地名表記があり、当時の統治、荷物運搬方法等にも興

味が深まります。今後も太宰府が有する数多くの史跡、宝物を

活用するなど、「大宰府の発信」に努めてまいります。

太宰府市副市長

　　　　　清水　圭輔

「広報だざいふ」 リニューアルしました

　「市民の声が届く、市民に声が届く」広報紙を追求するため、

今月号から「広報だざいふ」をリニューアルしました。

見どころ

その１
「くすの記」「私のだざいふ」コーナーを新設しました

　表紙に「くすの記」欄を新設し、毎月市長のメッセージをお届けしま

す。また「私のだざいふ」コーナーでは、本市に関わりのある皆さんに

太宰府への思いやエピソードを寄稿いただきます。

見どころ

その２
表紙の題字が新しくなりました

　「歴史とみどり豊かな文化のまち」太宰府のイメージを残しつつ、市

の花であるうめをモチーフに、親しみやすく手に取っていただけるよ

うなデザインになりました。

見どころ

その３
「市からのお知らせ」を集約しました

　これまでは広報紙の前半部分と「なんでも情報コーナー」に市から

の情報を掲載していましたが、前半のページにまとめることで、特に

市民の皆さんにお届けしたい情報が一目で分かるようになりました。



5  広報だざいふ 2019.1.1（平成 31 年） 市ホームページアドレス　http://www.city.dazaifu.lg.jp/

　高齢者が安心して自宅で生活することができるように、本市が実施しているさまざまなサービ

スについて紹介します。今回は2回目です。

【内 容】　

　弁当（夕食）の配達に合わせて、利用者の安否確認を行い

ます。弁当は、専門の業者が栄養バランスを考えて調理した

もので、手渡しで配達します。配達は、1 月 1 日～ 3 日を

除く毎日可能です。

【対 象 者】

　安否確認を必要とする 65 歳以上の一人暮らしの高齢者および高齢者の

みの世帯（いずれも加齢などにより、買い物や調理ができない人が対象）

※障がい者のみの世帯についても対象となる場合があります。

【内 容】　

　高齢者やその家族などからの介護、健康、医療な

どに関する相談に対し、地域包括支援センターの閉

所時（平日午後 5 時～翌朝午前 8 時

30 分、土・日・祝日、年末年始）に

看護師などの専門員がフリーダイヤ

ルで対応します。

住み慣れた地域で暮らし続けるために・・・
～地域包括ケアシステムの構築に向けて～　Vol.2

問い合わせ　高齢者支援課　包括支援係（地域包括支援センター） ☎（929）3210　　（929）3206

配食サービス

高齢者夜間・休日電話相談事業

【利用料金（税込）】

　1 食あたり 450 円

【安否確認システム図（配達時に安否確認ができない場合）】

①配達時に安否確認ができない場合、配達員は事務所へ連絡します。

②連絡を受けた事務所から、利用者に電話で安否の確認をします。

③電話で安否確認ができない場合、あらかじめ申請されている緊急連絡先に確認を依頼します。

④緊急時には、消防署や医療機関へ連絡します。

⑤救急車などが利用者宅に出動し、救助します。
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ク スッ

第41回太宰府市民文化祭

ステージ発表 廃油を使った石けんづくりコーナー

　昨年11月３日㈯・４日㈰に、プラム・
カルコア太宰府と露切公園で、第41回太
宰府市民文化祭が開催されました。
　市民ホールでは、58団体698人の参加
者がダンス、楽器演奏、歌唱などさまざま
な内容で華やかなステージを繰り広げまし
た。作品展示では、生け花や書など、日ご
ろの活動の成果が存分に発揮された計290
もの作品が並びました。他にも、お抹茶や
映画を楽しめるコーナー、飲食物の販売な
どがあり、賑やかな２日間となりました。

福岡女子短期大学ハンドボール部
全日本学生ハンドボール選手権大会出場

　昨年11月5日㈪、福岡女子短期大学ハンドボール部が、11月10日㈯
から大阪で行われた「高松宮杯男子第61回・女子第54回全日本学生ハン
ドボール選手権大会」に出場することを市長へ報告しました。
　同ハンドボール部は一昨年の部の立ち上げ以降、2年連続で全国大会出
場を果たしました。まわりは4年制大学ばかりで、年齢もハンドボール歴
も上回るチームの中での活躍だったそうです。選手はチームの特徴を「パワ
フル」と表し、大会の目標を「前回大会が2回戦で敗退したので、2回戦を
突破したい」と語りました。

11月23日は勤労感謝の日
保育園の皆さんが市役所を訪問

　勤労感謝の日にちなみ、昨年11月8日㈭に星ヶ丘保育園、
こくぶ保育園、おおざの保育園の皆さんが市役所を訪問し
ました。
　園児の皆さんは、市長の似顔絵や手作りのカレンダーな
どのプレゼントを手渡したり、元気いっぱいの歌声を披露
したりしました。
　園児の皆さんが「いつも見守ってくれてありがとうござ
います」「お仕事がんばってください」と元気な声で話すと、
市長は「私も元気もりもりがんばります」とお礼を述べました。

◀︎おおざの保育園

こくぶ保育園 星ヶ丘保育園

第12回 太宰府市民ゴルフ大会 結果

　昨年11月9日㈮、好天の中144名の参加者で太宰府ゴル
フ倶楽部において盛大に開催することができました。大会結
果は右表のとおりです。

大会結果 （敬称略）

優　勝 斉
さいとう

藤　誠
まこと

　

準優勝 土
ど

橋
ばし

　潤
じゅんいち

一  

３　位 井
い で

手　幸
こう

治
じ

４　位 内
うち

田
だ

　博
ひろし

　

５　位 中
なか

路
じ

　一
もとひろ

大
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まちの ト ピ

キックボクシング　新王座に輝く！

　昨年10月20日㈯に東京都でJ-NETWORKミドル級タイトルマッチが行

われ、本市出身・在住の松
まつしまいざ

島勲也
や

さんが新王座に輝き、11月19日㈪に市
長を表敬訪問しました。
　松島さんは22歳でプロデビューし、現在29歳で2つのタイトルを獲得
しています。介護福祉士として働きながら日々練習に取り組んでいます。
　松島さんは「さらなる高みを目指してこれからも頑張っていきたい」と、
意気込みを力強く語りました。

「秋の内山まつり」開催

　昨年11月15日㈭から25日㈰の期間、紅葉の時
期に合わせて内山地区で「秋の内山まつり」が開催
されました。このイベントは、竈門神社周辺の店
など14店舗で結成された「かまどの里　内山むす
び会」が企画したもので、いろいろな店での抽選会
や、日ごろ夕方までしか営業しない店が2日間限定
で夜間も営業するなど、地域を盛り上げ、多くの
人が集まりました。
今後も、まちの観
光・商工を活性化
するイベントなど
を計画していくよ
うです。

坂本八幡神社が秋の夜長にライトアップ

　昨年11月22日㈭から3日間、
「秋の坂本八幡神社ライトアップ」
が行われ優美な灯りにつつまれま
した。
　史跡地周辺ライトアップ事業は
これまでに水城跡、観世音寺など
で行ってきましたが、今回初めて
坂本八幡神社で実施しました。最
終日の24日㈯には神社の神事で
ある「神戻し」も執り行われました。
　なお、史跡地周辺ライトアップ
事業は「歴史と文化の環境税」を
活用しています。

○ウォーク・イベント 大宰府史跡ものがたり

　昨年11月11日㈰、（公財）古都大宰府保存協会主催で大宰
府史跡発掘50年記念ウォーク・イベント「大宰府史跡ものがた
り」が市内各所で開催されました。
　大宰府史跡会場では記念式典が開催され、発掘調査開始から
50年のあゆみの紹介の後、樋田教育長から水城小学校６年生
に「まほろば探検隊子ども史跡解説員認定証」が授与されました。
児童たちの史跡の
解説に、参列者は
状況を思い浮かべ
ながら聞き入って
いました。式典の
最後にはこれから
の思いを込めて「鍬
入れ式」が執り行わ
れました。

鍬
入
れ
の
様
子

○大宰府史跡発掘50年記念
　シンポジウム

　昨年11月10日㈯にプラム・カルコア太宰府で、大
宰府史跡発掘50年を記念して基調講演と5人のパネ
リストによるシンポジウムがおこなわれました。大宰
府での調査の所見は、古代日本がどのように形づくら
れたのかという点で重要な成果であること、地元地域
でその成果を
生かした民間
の活動がなさ
れていること
などが披露さ
れました。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
様
子

大宰府史跡発掘50年記念イベント

筑紫地区少年愛護連盟表彰 　昨年の11月12日㈪、大野城市の大野城まどかぴあで
筑紫地区少年愛護連盟表彰式が開催されました。本市か
ら高齢者や児童への援助
活動や災害時の奉仕活動
などで、小学生１人、中
学生２人、高校生１人が
表彰されました。

 （敬称略）

児童の援助 森
もりやま

山 夢
ゆめ

叶
か

（太宰府南小学校３年生）

災害時の奉仕活動 清
し

水
みず

　 馨
かおる

（太宰府中学校３年生）

高齢者の救助 松
まつおか

岡 　創
そう

（太宰府東中学校２年生）

警察の捜査協力 本
もとぞの

園 照
てる

生
き

（筑陽学園高等学校１年生）
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国民健康保険税　口座振替についてのお知らせ

問い合わせ　国保年金課　国保年金係（☎内線 320）

暗証番号キャッシュカード で＋

口座振替完了！
１月４日

から

銀行印

不要！

キャッシュカード
CASHCARD

　１月４日㈮から、国民健康保険税のペイジー口座振替受付サービスが始まります。

　ペイジー口座振替受付サービスとは、市役所窓口に設置された専用端末に金融機関の

キャッシュカードを通して暗証番号を入れるだけで、口座振替の申し込みができるサービ

スです。申込手続きに銀行印が必要なくなり、口座登録完了までの時間が短縮されます。

　この機会に、国民健康保険税の納付は、便利な口座振替をご利用ください。

　また、キャッシュカードでの申し込みができない金融機関での振替を希望される場合も、

従来の口座振替依頼書と銀行印を利用し登録することができますので、併せてご利用く

ださい。

※申込時期によって、振替開始時期が異なります。

　国民健康保険税の納付は、口座振替を推奨しています。納付書でのお支払いは、

納め忘れたり、納付書を紛失したりする場合があります。納め忘れがなく安心な、

口座振替での納付をお願いします。

キャッシュカードによる申し込み 口座振替依頼書による申し込み

取扱金融機関

・福岡銀行
・西日本シティ銀行
・筑邦銀行
・佐賀銀行
・ゆうちょ銀行
・福岡中央銀行（2019年7月1日からサービス
　開始）

・福岡銀行　　　　　　・みずほ銀行
・西日本シティ銀行　　・りそな銀行
・筑邦銀行　　　　　　・筑紫農協
・佐賀銀行　　　　　　・九州労働金庫
・ゆうちょ銀行
・福岡中央銀行

申込場所 市役所　国保年金課窓口（４番窓口）
市役所　国保年金課窓口（４番窓口）
または
各金融機関窓口

申し込みに
必要なもの

取扱金融機関のキャッシュカード

※磁気併用型でないICチップのみのキャッシュカー
ドなど、一部利用できないカードがあります

※クレジットカードは利用できません
※手続きには暗証番号が必要です

・口座番号がわかるもの（預金通帳など）
・銀行届出印
・国民健康保険税納税通知書

新しく始まります!!



9  広報だざいふ 2019.1.1（平成 31 年） 市ホームページアドレス　http://www.city.dazaifu.lg.jp/

国民健康保険 高額療養費の支給申請について

問い合わせ　国保年金課　国保年金係（☎内線320・311）

　ひと月の医療費が高額になったときは、自己負担限度額を超えた分が高額療養費

として世帯主に支給されます。高額療養費の申請には、領収証または支払証明証が

必ず必要となります。受診後5年間は保管をお願いします。

70歳未満の人

所得※2区分
１カ月の自己負担限度額

【多数回該当※3の場合】

ア 901万円超
252,600円＋（医療費－842,000円）×1％

【140,100円】

イ
600万円超

901万円以下
167,400円＋（医療費－558,000円）×1％

【93,000円】

ウ
210万円超

600万円以下
80,100円＋（医療費－267,000円）×1％

【44,400円】

エ 210万円以下
57,600円

【44,400円】

オ
住民税非課税

世帯
35,400円

【24,600円】

70歳以上の人

所得※2区分 外来（個人単位）
外来＋入院（世帯単位）

【多数回該当※3の場合】

現役並みⅢ
（課税所得690万円以上）

252,600円＋（医療費－842,000円）×1％
【140,100円】

現役並みⅡ
（課税所得380万円以上）

167,400円＋（医療費－558,000円）×1％
【93,000円】

現役並みⅠ
（課税所得145万円以上）

80,100円＋（医療費－267,000円）×1％
【44,400円】

一般
18,000円

（年間上限14.4万円※4）
57,600円

【44,400円】

低所得Ⅱ
（住民税非課税）

8,000円

24,600円

　低所得Ⅰ※5
（住民税非課税）

15,000円

自己負担限度額（月額 ※1）　（平成30年8月以降）

※１　70歳未満の人で受診した医療機関が複数ある場合、各医療機関の自己負担額が21,000円を超えたものを合算できます。

70歳以上の人は、受診した全ての医療機関の自己負担額を合算できます。

※２　加入者全員の基礎控除（33万円）後の所得の合計額

※３　過去12カ月以内に４回以上限度額に達した場合は、４回目から多数回該当となります。

※４　8月から翌年7月までの期間で負担区分が「一般」「低所得Ⅰ・Ⅱ」であった月の外来の合計限度額

※５　同一世帯の世帯主および国保被保険者が住民税非課税で、その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の所得は控除額を80万

円として計算）を差し引いたときに0円になる人

●75歳到達月は、国民健康保険と後期高齢者医療制度の限度額がそれぞれ2分の1となります。

●同じ都道府県内の市区町村間で住所を異動した月は、異動前と異動後の限度額がそれぞれ2分の1となります。

自己負担限度額の計算方法

１．月の1日から末日まで、暦月ごとに計算します。

２．医療機関ごとに計算します。

３．同じ医療機関でも医科と歯科は別計算、入院と外来

も別計算します。

４．調剤は、処方箋を出した医科・歯科それぞれと合算

して計算します。

５．入院時の食事代、保険対象外の治療や差額ベッド代、

容器代などは含めません。

申請に必要なもの

・保険証

・領収証または支払証明証（コピー不可）

・世帯主の認印

・世帯主名義の通帳

・世帯主および療養を受けた人の個人番号（マイナンバー）

がわかるもの

・本人確認書類（運転免許証など）

・委任状（別住所または別世帯の人が申請する場合）

　70歳以上75歳未満の人の限度額を計算したあと

に、70歳未満の人の合算対象額（21,000円以上の

自己負担額）を加えて、70歳未満の人の限度額を

適用して計算します。

世帯合算について

（70歳未満の人と
 70歳以上75歳未満の人が同じ世帯の場合）
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確定申告が始まります

筑紫税務署からのお知らせ

問い合わせ　　筑紫税務署　☎（９２３）１４００　自動音声案内

確定申告に関する問い合わせは「０」番を、国税に関する一般的な問い合わせは「１」番を、
当税務署にご用の方は「２」番を選択してください。

所得税・贈与税の申告と納税は
平成 31 年３月 15 日㈮、

個人事業者の消費税の申告と納税は
平成 31 年４月１日㈪まで

申告期限

申告書等の作成は、ご自宅等から国税庁ホームページの

「確定申告書等作成コーナー」で !!
   www.nta.go.jp 国税庁  検索

①金融機関などから住宅ローンの融資を受けてマ
イホームを取得した場合

　［住宅借入金等特別控除］

②病気や出産などで、多額の医療費を支払った場
合［医療費控除］

③火災や風水害、盗難などにより被害を受けた場
合［雑損控除］

④寄附金や義援金を支払った場合［寄附金控除等］

⑤年の中途で退職し、再就職していない場合
 …など

所得税の還付申告をすることが
できる場合

会場：イオンモール筑紫野　３階　イオンホール
　　　（筑紫野市立明寺434－１）
期間：２月18日㈪～３月15日㈮
　　　ただし、土・日・祝日は休み
受付：午前９時～午後４時

※この期間は、筑紫税務署での確定申告を行ってい
ません。

※当申告会場をご利用の人で、前年の申告書の控え
をお持ちの人は、参考として前年分の申告書の控
えをご持参ください。

※開場時 （午前９時）は、１階『Ｇ-４ パープルコート 
エスカレーター入口』 にお並びいただいた人から優
先して会場へご案内します。ご理解とご協力をお
願いします。

※イオンモールへのお問い合わせはご遠慮ください。

申告会場を「イオンモール筑紫野」に
開設します

申告書などには、

マイナンバーの記載

＋

申告者ご本人の本人確認書類の

提示または写しの添付
 が必要です。

※扶養親族などがいる場合は、当該扶養親族などの
マイナンバーの記載が必要です。

所
　
　
得
　
　
税

①給与の年収が 2,000 万円を超える人や、給
与を一カ所から受けている人で、給与所得、
退職所得以外の各種所得金額の合計額が 20
万円を超える人など

②公的年金などに係る雑所得のみの人で、雑所
得金額から所得控除を差し引いた結果、残額
がある人。ただし、公的年金などの収入金額

が 400 万円以下で、かつ、公的年金などに

係る雑所得以外の各種の所得金額が 20 万円

以下である場合には、確定申告は不要です（こ

の場合であっても市県民税の申告は必要にな

る場合があります）。

③所得金額の合計額が基礎控除、配偶者控除、
扶養控除などの所得控除の合計額を超える人
で、配当控除前の所得税の額が配当控除額を
超える人

贈
　
　
与
　
　
税

①個人から年間110万円を超える財産をもらっ
た人

②相続時精算課税制度の適用を受ける人（すで
に相続時精算課税の適用を受け、平成 30 年
中に特定贈与者から財産をもらった場合、上
記①の基準以下でも申告が必要。）

③住宅取得資金などの非課税制度の適用を受け
る人

④夫婦間の居住用不動産などに係る贈与で、配
偶者控除の特例の適用を受ける人

⑤教育資金の非課税制度の適用を受けた人で、
30 歳に達することなどにより取扱金融機関と
の間の教育資金管理契約が終了し、贈与税の
申告義務がある人

⑥結婚・子育て資金の非課税制度の適用を受け
た人で、50 歳に達することなどにより取扱
金融機関との間の結婚・子育て資金管理契約
が終了し、贈与税の申告義務がある人

平成 30 年分の確定申告を
しなければならない人
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平成31年度 市県民税の主な改正点

問い合わせ　市県民税の関係は　税務課市民税係（☎内線330・331・336）

　　　　　　所得税の関係は　　筑紫税務署　☎（923）1400

税金のお知らせ

１　配偶者控除の見直し

　配偶者控除について、納税義務者（扶養する者）

に所得制限が設けられました。

　納税義務者（扶養する者）の合計所得金額が

900 万円を超えた場合、控除額が段階的に減少、

1,000万円を超えた場合は、配偶者控除の適用を

受けることができなくなります。

改正前

納税義務者の
所得

控　除　額

配偶者が
70歳未満

配偶者が
70歳以上

制限なし 33万円 38万円

改正後

納税義務者の
所得

控　除　額

配偶者が
70歳未満

配偶者が
70歳以上

900万円以下 33万円 38万円

900万円超　
　950万円以下

22万円 26万円

950万円超　
　1,000万円以下

11万円 13万円

1,000万円超 控除の適用なし

※配偶者の年齢は、課税年度の1月1日　（賦課期日）時点での判定です。

２　配偶者特別控除の見直し

　配偶者特別控除について、控除の適用を受けら

れる配偶者の合計所得金額の上限が、これまでの

76万円から123万円に引き上げられました。

　また、配偶者特別控除についても、納税義務者

（扶養する者）の合計所得金額が900万円を超えた

場合、控除額が段階的に減少します。

改正前

納税
義務者
の所得

配偶者特別控除額（上段は配偶者の所得金額）

38万円超
40万円未満

40万円以上
45万円未満

45万円以上
50万円未満

50万円以上
55万円未満

55万円以上
60万円未満

60万円以上
65万円未満

65万円以上
70万円未満

70万円以上
75万円未満

75万円以上
76万円未満

76万円以上

1,000万円
以下

33万円 33万円 31万円 26万円 21万円 16万円 11万円 6万円 3万円
控除適用

なし

改正後

納税
義務者
の所得

配偶者特別控除額（最上段は配偶者の所得金額）

38万円超
85万円以下

85万円超
90万円以下

90万円超
95万円以下

95万円超
100万円以下

100万円超
105万円以下

105万円超
110万円以下

110万円超
115万円以下

115万円超
120万円以下

120万円超
123万円以下

123万円超

900万円以下 33万円 33万円 31万円 26万円 21万円 16万円 11万円 6万円 3万円

控除適用
なし

900万円超
950万円以下

22万円 22万円 21万円 18万円 14万円 11万円 8万円 4万円 2万円

950万円超
1,000万円以下

11万円 11万円 11万円 9万円 7万円 6万円 4万円 2万円 1万円

※今までどおり、納税義務者の合計所得が1,000万円を超えた場合は、配偶者特別控除は適用されません。
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市
立
ご
じ
ょ
う
保
育
所
で
一
緒

に
働
く
給
食
調
理
員
・
用
務
員
（
嘱

託
職
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

《
勤
務
条
件
》

任
用
期
間　

随
時
採
用
（
1
年
ご

と
更
新
、
最
長
3
年
ま
で
延
長

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
）

勤
務
場
所　

ご
じ
ょ
う
保
育
所

勤
務
時
間　

午
前
8
時
30
分
か
ら

午
後
5
時
ま
で
の
う
ち
実
働
7

時
間
45
分

勤
務
日
数　

平
均
週
5
日
（
月
曜

日
か
ら
土
曜
日
の
交
代
勤
務
）

待
遇　

各
種
保
険
完
備
、
マ
イ

カ
ー
通
勤
可
（
通
勤
手
当
有
）
、

有
給
休
暇
あ
り

募
集
人
数　

１
人
程
度

賃
金　

月
額
14
万
５
１
０
０
円

（
平
成
30
年
4
月
現
在
）

応
募
方
法　

履
歴
書
、
免
許
証
明

書
の
写
し
を
郵
送
ま
た
は
持
参

応
募
締
切　

定
員
に
達
す
る
ま
で

（
募
集
中
に
つ
き
、
既
に
定
員

に
達
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
）

選
考
方
法　

面
接

行政

ごじょう保育所給食調理員
 ・用務員（嘱託職員）募集

申し込み・問い合わせ　ごじょう保育所

 ☎（922）6860　 （922）9916

学校

　

就
学
援
助
は
、
小
・
中
学
校
で

必
要
な
経
費
（
給
食
費
や
学
用
品

費
）
の
支
払
い
が
困
難
な
世
帯
に
、

費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
制
度
で

す
。
平
成
31
年
4
月
入
学
予
定
の

児
童
・
生
徒
が
い
る
世
帯
に
新
入

学
用
品
費
を
入
学
前
に
支
給
し
ま

す
。

受
付
期
間　

１
月
15
日
㈫
～
2
月

15
日
㈮　

※
申
請
は
5
月
10
日

㈮
ま
で
可
能

対
象　

▽
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

を
受
け
て
い
る
世
帯
（
要
証
書

持
参
）
▽
市
民
税
非
課
税
の
世

帯
▽
生
活
保
護
の
廃
止
通
知
を

受
け
た
が
、
な
お
生
活
に
困
っ

て
い
る
世
帯
▽
そ
の
他
、
経
済

的
理
由
な
ど
で
援
助
が
必
要
と

認
め
ら
れ
る
世
帯

※
市
立
以
外
の
小
・
中
学
校
に
通

う
市
内
在
住
者
も
対
象

※
兄
弟
姉
妹
分
の
申
請
も
同
時
に

受
け
付
け
ま
す
。

必
要
な
も
の　

▽
認
印
▽
振
込
希

望
口
座
の
通
帳
な
ど

※
入
学
前
に
転
出
の
予
定
が
あ
る

場
合
は
、
事
前
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

平成31年度就学援助
新入学用品費入学前支給申請受付

問い合わせ
 学校教育課　義務教育係（☎内線469）

行政

太宰府市観光推進基本計画（素案）に対するパブリック・コメント募集

 問い合わせ　観光推進課　観光推進係（☎内線481）

３
．
意
見
を
提
出
で
き
る
人

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

②
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業
所

を
有
す
る
個
人
お
よ
び
法
人
そ

の
他
の
団
体

③
市
内
に
あ
る
事
務
所
ま
た
は
事

業
所
に
勤
務
す
る
者

④
市
内
に
あ
る
学
校
に
在
学
す
る

者
⑤
本
市
に
納
税
義
務
を
有
す
る
者

⑥
前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、

利
害
関
係
を
有
す
る
と
認
め
ら

れ
る
者

４
．
意
見
の
提
出
方
法

①
素
案
を
公
表
し
て
い
る
公
共
施

設
の
意
見
投
か
ん
箱
へ
投
か
ん

②
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル

※
住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
が
市
外
の

人
は
「
３
．
意
見
を
提
出
で
き
る

人
」
の
③
か
ら
⑥
ま
で
の
区
分
も

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

５
．
提
出
先

〒
818-

0198
太
宰
府
市
観
世
音
寺
一

丁
目
１
番
１
号　

観
光
経
済
部
観

光
推
進
課
観
光
推
進
係

（
９
２
１
）
１
６
０
１

kan
kou

-s@
city.dazaifu

.lg.jp

　

太
宰
府
天
満
宮
や
大
宰
府
政
庁

跡
な
ど
の
日
本
有
数
の
観
光
資
源

を
有
し
、
多
く
の
観
光
客
が
来
訪

す
る
本
市
に
お
い
て
、
今
後
の
観

光
振
興
と
よ
り
良
い
市
民
生
活
と

が
共
存
し
、
と
も
に
向
上
す
る
た

め
に
、
基
本
的
な
考
え
方
、
目
標

を
示
し
、
ま
た
、
そ
の
具
体
的
な

施
策
を
示
す
「
太
宰
府
市
観
光
推

進
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
素
案
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

１
．
素
案
の
公
表
と
意
見
の
募
集

　
　

期
間

１
月
18
日
㈮
～
2
月
17
日
㈰

２
．
素
案
の
公
表
方
法
と
場
所

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

・
市
内
公
共
施
設
に
設
置
（
各
開

　

館
時
間
内
）

　

市
役
所
1
階
、
い
き
い
き
情
報

セ
ン
タ
ー
2
階
、
市
民
図
書
館
、

上
下
水
道
事
業
セ
ン
タ
ー
1
階
、

保
健
セ
ン
タ
ー
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
、
と
び
う
め
ア
リ
ー
ナ
1

階
、
太
宰
府
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
1
階
、
文
化
ふ
れ
あ
い
館

1
階
、
太
宰
府
館
1
階
、
男
女
共

同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
ル
ミ
ナ
ス
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
南
隣
保
館

　

平
成
31
年
４
月
に
市
内
の
小
学
校
に
入
学
す
る
新
１
年
生
の
保
護
者

を
対
象
に
、
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
※
当
日
は
筆
記
用
具
、
ス
リ
ッ

パ
な
ど
を
持
参

小学校入学説明会を開催

問い合わせ
 各小学校、学校教育課（☎内線448）

期日
学校名

（電話番号）
実施
場所

説明会時間
（受付時間）

１月
29日㈫

太宰府南小学校
（☎922-
9220）

ランチ
ルーム
（２階）

午前10時
～11時30分

（午前9時30分
～10時）

１月
30日㈬

水城小学校
（☎923-
3048）

体育館

午前9時45分
～11時

（午前9時30分
～9時45分）

１月
31日㈭

国分小学校
（☎922-
2530）

体育館
午前10時～正午
（午前9時40分

～9時55分）

２月
１日㈮

太宰府小学校
（☎922-
4069）

図書室

午前10時
～11時15分

（午前9時40分
～10時）

２月
５日㈫

太宰府西小学校
（☎924-
4334）

外国語
学習室
（３階）

午前10時
～11時30分

（午前9時30分
～10時）

２月
６日㈬

太宰府東小学校
（☎925-
3611）

図書室
午前10時～11時
（午前9時30分
～10時）

２月
８日㈮

水城西小学校
（☎923-
2559）

体育館

午前10時
～11時30分

（午前9時30分
～10時）

学校

　

も
え
る
ご
み
の
処
理
施
設
ク

リ
ー
ン
・
エ
ネ
・
パ
ー
ク
南
部
で
は
、

焼
却
炉
の
定
期
点
検
修
理
を
行
い

ま
す
の
で
、
１
月
13
日
㈰
か
ら
１

月
27
日
㈰
ま
で
は
、
も
え
る
ご
み

や
も
え
る
粗
大
ご
み
を
自
分
で
直

接
搬
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
夜
間
の
ご
み
収
集
は
通
常

ど
お
り
行
い
ま
す
。

搬
入
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ　

　

㈱
創
造
の
森
（
ク
リ
ー
ン
・
エ

ネ
・
パ
ー
ク
南
部
運
営
事
業
者
）

　

☎
（
５
８
９
）
８
５
８
５

環境

もえるごみの自己搬入をお休みします

問い合わせ
 環境課　ごみ減量推進係（☎内線361）学校

姉妹都市・友好都市記念給食を小中学校で実施

 問い合わせ　学校教育課（☎内線469）

　

太
宰
府
市
給
食
会
で
は
児
童
・
生
徒
に
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
の
歴

史
的
な
つ
な
が
り
や
食
文
化
を
体
験
し
て
も
ら
う
た
め
、
給
食
・
ラ
ン

チ
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市
締
結
月
に
記
念
給
食
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
市
内
小
学
校
７
校
と
中
学
校
４
校
で
、
４
月
に
韓
国
の
扶

餘
郡
、
６
月
に
奈
良
市
、
11
月
に
中
津
市
に
ち
な
ん
だ
献
立
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
長
を
は
じ
め
市
の
職
員
が
小
学
校
を
訪
問
し
、
各
姉
妹
都
市
・
友

好
都
市
と
本
市
の
関
わ
り
や
歴
史
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
児
童
と
一
緒

に
両
市
の
話
題
を
交
え
な
が
ら
会
食
を
行
い
ま
し
た
。

姉妹都市・友好都市記念給食メニュー

締結月 姉妹都市・友好都市名 小学校給食 ランチサービス

４月 扶餘郡
プルコギ
ナムル

トックスープ

チャプチェ
イカチヂミ
ナムル

６月 奈良市
鯖の竜田揚げ

みょうがとワカメの酢の物
飛鳥汁

鯖の竜田揚げ

11月
中津市

※多賀城市と隔年で実施

から揚げ
かぼす和え
豊後汁

豊後汁

説明を受ける児童 中津市の献立（小学校）
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ス
ト
レ
ス
社
会
と
い
わ
れ
る
現

代
、
わ
た
し
た
ち
は
人
間
関
係
な

ど
多
く
の
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

“
元
気
づ
く
り
”
の
た
め
に
は
ス

ト
レ
ス
と
ど
う
向
き
合
え
ば
よ
い

か
、
楽
し
い
お
話
を
聞
き
な
が
ら

一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

２
月
９
日
㈯　

午
前
10
時

～
正
午

　

（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
～
）

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰

府
４
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

講
師　

上う
え

野の

行ゆ
き
な
が良
氏
（
福
岡
県
立

大
学
教
授
）

参
加
費　

無
料

※
申
し
込
み
不
要
、
手
話
・
要
約

筆
記
あ
り

※
元
気
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
対
象
事

業
で
す
。

精神保健福祉講演会

問い合わせ
　　保健センター☎（928）2000
　　福祉課障がい福祉係（☎内線364）

福祉

　

社
会
福
祉
協
議
会
お
よ
び
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆
さ

ん
が
抱
え
る
福
祉
や
高
齢
者
に
関

す
る
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
に

つ
い
て
、
お
住
ま
い
の
地
域
へ
出

向
き
、
出
張
相
談
会
を
実
施
し
ま

す
。

　

民
生
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
お
よ
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
職
員
が
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

日
時
・
場
所

①
１
月
19
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
２
０

５
号
室

②
２
月
５
日
㈫

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　

文
化
ふ
れ
あ
い
館
実
習
室
２
Ａ

費
用　

無
料

社会福祉協議会・地域包括支援
センター出張相談会

問い合わせ　地域包括支援センター
 　☎（929）3211

福祉

　

博
多
お
き
あ
げ
は
福
岡
の
懐
か

し
い
伝
統
文
化
で
す
。
美
し
い
お

き
あ
げ
細
工
を
、
思
い
を
込
め
て

一
緒
に
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

３
月
13
日
㈬　

午
前
10
時

～
正
午

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰

府　

３
階
実
習
室

定
員　

10
人

※
人
数
が
一
定
数
に
達
し
な
い
場

合
は
開
講
中
止
も
あ
り
ま
す
。

内
容　

季
節
や
時
期
に
あ
っ
た

テ
ー
マ
の
作
品
な
ど
を
、
講
師

と
一
緒
に
作
り
ま
す
。
今
回

は
、
「
毘
沙
門
天
さ
ん
」
を
作

り
ま
す
。

講
師　

伝
統
工
芸　

博
多
お
き
あ

げ
職
人　

清し

水み
ず
き
よ清

子こ

先
生

参
加
費　

５
０
０
円
（
そ
の
他
材

料
費
な
ど
の
実
費
分
２
千
円
程

度
の
負
担
あ
り
）

対
象　

市
内
在
住
、
在
勤
の
人
を

優
先
し
ま
す
。

そ
の
他　

次
回
は
５
月
開
講
予
定

で
す
。
募
集
は
３
月
号
の
広
報

だ
ざ
い
ふ
に
て
行
い
ま
す
。
な

お
、
本
講
座
は
次
回
で
終
了
と

な
り
ま
す
。

申
込
締
切　

１
月
11
日
㈮
必
着

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

結
果
通
知　

１
月
16
日
㈬
頃
発
送

申
込
・
問
い
合
わ
せ　

往
復
ハ
ガ

キ
に
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、

〒
818-

0101
太
宰
府
市
観
世
音
寺

一
丁
目
３
番
１
号　

　

太
宰
府
市
中
央
公
民
館

　

「
博
多
お
き
あ
げ
づ
く
り
講
座

“
毘
沙
門
天
さ
ん
”
受
講
希
望

係
」
宛
て

文化

博多おきあげづくり講座　第６回「毘沙門天さん」受講生募集

 問い合わせ　文化学習課　☎（921）2101

応
募
条
件

①
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
が
代
表

を
務
め
る
団
体
（
個
人
で
の
応

募
不
可
）

②
平
成
31
年
４
月
か
ら
平
成
32
年

３
月
ま
で
に
実
施
す
る
こ
と

③
本
事
業
に
お
い
て
、
過
去
に
採

択
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

④
本
事
業
以
外
の
助
成
制
度
を
利

用
し
な
い
こ
と

※
そ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま
す
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
内

公
共
施
設
に
置
い
て
い
る
要
項

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

〒
818-

0101
太
宰
府
市
観

世
音
寺
一
丁
目
３
番
１
号

　

文
化
学
習
課
「
ホ
ー
ル
イ
ベ
ン

ト
ア
シ
ス
ト
事
業
」
宛
て

　

bunka-g@
city.dazaifu.lg.jp

文化

平成31年度市民ホールイベントアシスト事業　企画募集

～あなたのイベントを応援します！～ 問い合わせ　文化学習課　☎（921）2101

　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
の

市
民
ホ
ー
ル
で
、
公
演
・
講
演
な

ど
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
た
い
人
の
企

画
を
応
援
し
ま
す
。
選
考
の
上
、

最
大
２
団
体
を
支
援
し
ま
す
。

支
援
内
容

①
太
宰
府
市
教
育
委
員
会
と
の
共

催
事
業
と
な
る

②
プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
の

会
場
施
設
・
付
帯
設
備
の
提
供

③
舞
台
操
作
員
代
（
採
択
団
体
全

体
で
上
限
の
べ
10
人
分
）

④
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

の
広
報

応
募
締
切　

２
月
７
日
㈭

応
募
方
法

　

申
請
書
を
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出

　

①
メ
ー
ル
送
付

　

②
郵
送

　

③
窓
口
持
参

※
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
市
内
公
共
施
設
に
置
い

て
い
ま
す
。

平成27年度　花柳輔ゆめ社中・日本音楽集団
による日本舞踊と和楽器の調べ

福祉

生活困窮者への生活の困りごと相談窓口を開設

 問い合わせ　生活支援課　生活支援係（☎内線300）

博
多
お
き
あ
げ
「
毘
沙
門
天
さ
ん
」

〈
家
計
改
善
支
援
事
業
〉

　

家
計
の
立
て
直
し
を
ア
ド
バ
イ

ス
。

　

家
計
の
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ

て
い
る
、
滞
納
や
負
債
が
あ
る
な

ど
、
お
金
に
関
す
る
不
安
が
あ
る

人
の
相
談
を
相
談
支
援
員
が
受

け
、
相
談
者
が
自
ら
家
計
を
管
理

で
き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

相
談
受
付
日　

毎
週
月
曜
日
、
火

曜
日
、
木
曜
日

対
象
者　

経
済
的
に
困
窮
し
て
い

る
人

〈
就
労
準
備
支
援
事
業
〉

　

「
社
会
と
の
関
わ
り
に
不
安
が

あ
る
」
、
「
他
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と
れ
な
い
」
な
ど
、

直
ち
に
就
労
が
困
難
な
人
に
一
般

の
就
労
に
向
け
た
基
礎
能
力
を
養

い
な
が
ら
就
労
に
向
け
た
支
援
や

就
労
機
会
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

相
談
受
付
日　

毎
週
月
曜
日
、
水

曜
日
、
金
曜
日

対
象
者　

経
済
的
に
困
窮
し
て
い

る
人

〈
自
立
相
談
支
援
事
業
〉

　

あ
な
た
だ
け
の
支
援
プ
ラ
ン
を

作
り
ま
す
。

　

経
済
的
に
困
窮
し
、
生
活
に
困

り
ご
と
や
不
安
を
抱
え
て
い
る
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
支
援
員

が
相
談
を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
支

援
が
必
要
か
を
一
緒
に
考
え
、
具

体
的
な
支
援
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、

寄
り
添
い
な
が
ら
自
立
に
向
け
た

支
援
を
行
い
ま
す
。

〈
住
居
確
保
給
付
金
〉

　

家
賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。

離
職
な
ど
に
よ
り
住
居
を
失
っ
た

人
、
ま
た
は
失
う
お
そ
れ
の
あ
る

人
に
は
、
就
職
に
向
け
た
活
動
を

す
る
な
ど
を
条
件
に
、
一
定
期
間

家
賃
相
当
額
を
支
給
し
ま
す
。
生

活
の
土
台
と
な
る
住
居
を
整
え
た

上
で
、
就
職
に
向
け
た
支
援
を
行

い
ま
す
。

※
65
歳
未
満
か
つ
離
職
後
2
年
以

内
の
人
で
、
資
産
収
入
な
ど
に

関
す
る
要
件
を
満
た
し
た
人
が

対
象

※
相
談
の
際
は
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
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飯
塚
市
出
身
の
在
野
の

カ
メ
ラ
マ
ン
栗く
り
さ
き
ま
さ
か
つ

﨑
正
勝
氏

が
撮
影
し
た
昭
和
30
～
40

年
代
の
太
宰
府
の
史
跡
と

風
景
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　

開
催
中
～
６
月
14

日
㈮
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

場
所　

上
下
水
道
事
業
セ

ン
タ
ー
１
階
ビ
ジ
タ
ー

フ
ロ
ア

※
申
し
込
み
不
要
・
無
料

文化

公文書館パネル展「栗﨑正勝写真展」

問い合わせ　公文書館　☎・ （921）2322

　

人
と
食
が
ど
の
よ
う
に

つ
な
が
っ
て
い
る
か
、
生

涯
の
食
育
に
つ
い
て
多
く

の
お
母
さ
ん
と
関
わ
っ
て

き
た
助
産
師
の
目
線
か
ら

考
え
ま
す
。

演
題　

「
食
卓
か
ら
始
ま

る
生
教
育
」

講
師　

内う
ち

田だ

み

ち

こ

美
智
子
先
生

（
助
産
師
・
思
春
期
保

健
相
談
士
）

日
時　

２
月
９
日
㈯

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ

ア
太
宰
府

※
申
し
込
み
不
要
・
無
料

教育

学校給食会講演会を開催

問い合わせ
 学校教育課　義務教育係（☎内線469）

　

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
、
食
事
に

つ
い
て
悩
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
幼
児
期
の
食
生
活
が
大
人
に

な
っ
て
ど
う
影
響
す
る
の
か
な
ど

を
学
び
な
が
ら
、
食
生
活
を
見
直

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

講
座
名　

「
食
育
に
つ
い
て
」

日
時　

１
月
31
日
㈭　

午
前
10
時

～
11
時
30
分

場
所　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

多
目
的
室

対
象　

在
宅
の
０
～
６
歳
（
就
学

前
）
の
保
護
者

講
師　

保
健
セ
ン
タ
ー
管
理
栄
養

士
申
込
締
切　

１
月
29
日
㈫

　

午
後
５
時
ま
で

定
員　

15
組
（
先
着
順
）

※
要
申
し
込
み
・
受
講
料
無
料

※
託
児
あ
り
（
要
申
し
込
み
）

持
っ
て
く
る
物　

お
茶
・
オ
ム
ツ
・

着
替
え
（
託
児
の
あ
る
人
）
な

ど

　

「
キ
ク
イ
モ
」
を
使
っ
て
福
岡
農

業
高
等
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
が

考
案
し
た
「
キ
ク
イ
モ
」
料
理
を

作
り
ま
す
。 

日
時　

１
月
25
日
㈮　

午
前
10
時

～
午
後
1
時

場
所　

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー

２
階
調
理
室

メ
ニ
ュ
ー

・
キ
ク
イ
モ
の
キ
ッ
シ
ュ

・
カ
ラ
フ
ル
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
サ
ラ

ダ
・
し
ょ
う
が
わ
か
め
ス
ー
プ

・
角
切
り
リ
ン
ゴ
ゼ
リ
ー

対
象　

市
民

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
・
ふ
き
ん
２
枚
（
食
器

用
・
台
ふ
き
用
）

※
託
児
あ
り
（
要
予
約
）

申
込
締
切　

１
月
18
日
㈮

※
食
生
活
改
善
推
進
会
の
皆
さ
ん

に
よ
る
教
室
で
す
。

※
「
キ
ク
イ
モ
」
は
イ
ヌ
リ
ン
と

い
う
成
分
を
豊
富
に
含
ん
で
お

り
、
健
康
食
材
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

健康

冬野菜を使った料理教室

申し込み・問い合わせ　
 元気づくり課（保健センター）
 ☎（928）2000

「にこにこ講座」を開催

申し込み・問い合わせ　
 元気づくり課（子育て支援センター）

 ☎（919）6001　 （919）6016
子育て

　

「
朗
読
紫し

苑お
ん

の
会
」
冬
の
朗
読

会
を
開
催
し
ま
す
。
有あ
り
か
わ
ひ
ろ

川
浩
著

『
旅
猫
リ
ポ
ー
ト
』
、
田た

辺な
べ
せ
い聖
子こ

著

『
田
辺
聖
子
の
小
倉
百
人
一
首
』
、

森も
り
し
た下
典の
り

子こ

著
『
一
筋
の
梅
の
香
り
』

ほ
か
、
季
節
に
ち
な
む
小
説
や

エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
取
り
上
げ
る
予

定
で
す
。

　

文
芸
作
品
を
耳
で
味
わ
う
こ
と

で
、
読
書
の
幅
を
広
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

日
時　

１
月
20
日
㈰　

午
後
2
時

30
分
～
４
時
30
分
（
途
中
休
憩

あ
り
）

場
所　

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰

府　

3
階
視
聴
覚
室

実
演　

朗
読
紫
苑
の
会
（
演
目
に

は
変
更
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）

※
申
し
込
み
不
要
・
無
料

「冬の朗読会」を開催

問い合わせ
 文化学習課　文化学習係（市民図書館）

 ☎（921）4646　 （921）4896
文化

朗読会の様子



フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
だ
ざ
い
ふ

会
員
登
録
講
習
会
の
お
知
ら
せ

会
員
登
録
講
習
会
の
お
知
ら
せ

平成
30年度
第４回

地域の中で助け合う

子育て支援　
会
員
に
な
る
た
め
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
平
成
17

年
度
か
ら
始
ま
っ
た

講
習
会
で
す
が
、
平
成
30

年
11

月
末
現
在
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
は
７

８
０
人
、
緊
急
サ
ポ
ー
ト
（
病
児
・
緊
急
預
か
り
）
は
５
９
８
人
の
皆
さ
ん

が
登
録
さ
れ
、
援
助
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
で
助
け
合
い
、
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
一
緒
に
見
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
積
極
的
な

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　子育ての手助けをしてほしい人（おねがい会員）と子育て
の手助けをしたい人（おたすけ会員）、この両方を兼ねる人

（どっちも会員）が会員となって、お互いを地域の中で助け
合う組織です。それぞれ会員登録のための講習会の受講が必
要です。会員登録後、ファミリー・サポートと緊急サポート
の利用ができます。

※子どもさんの健康状態（アレルギーなど）によっては、お
預かりが難しい場合があります。
　また、緊急サポートの病気のお預かりには、制約があります。
詳細はお尋ねください。

　こんなときに「ファミリー・サポート・センターだざいふ」
を利用できます

〈ファミリー・サポートでは〉　　　　　　　　　　　　

  ・仕事の都合で保育園などの送り迎えに行けない
  ・放課後、一人で留守番させるのが心配
  ・気分転換に美容院や買い物に行きたい
  ・上の子の授業参観をゆっくり見たい　　　

〈緊急サポートでは〉
  ・急な残業や用事で、学童などの迎えが間に合わない
  ・病気の後で、あと一日ぐらいゆっくりさせたい
  ・子どもの病気やケガなどで初診のあと病院に連れて行って
　  欲しい
  ・泊まりの出張で預け先が見つからない

「ファミリー・サポート・センターだざいふ」とは
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日　　時 場　　所 講習内容
お
ね
が
い
会
員

2月2日㈯
午前10時～

午後0時30分

 《講習会場》 
いきいき情報センター209室 事業内容説明および

「おねがい会員」の会員登録
《託児》 

同センター210室
同センター和室

講習日程 ※今回は「おねがい会員」のみの会員登録講習会です。

※時間厳守（午前９時45分までにお越しください）    
　託児を希望される方は、余裕を持ってお越しください。

持ってくるもの：○筆記用具　登録日に必要な物：○顔写真（カラーでの証明写真。サイズは縦4.0cm

×横3.5cm）１枚　○印鑑　託児：無料（要予約）　申込締切：１月29日㈫

申込方法：○申込用紙○電話、ファクス○パソコン、携帯電話（電子申請サービス“ふくおか電子申請”

利用）ふくおか電子申請の受付は、１月4日㈮からです。

～ふくおか電子申請の利用方法～：パソコン用アドレス（http://www.shinsei.elg-front.jp/

fukuoka/）もしくは二次元バーコードから登録してください。

申し込みの際には住所・氏名（ふりがな）・生年月日・電話番号・メールアドレス・会員の種類（おね

がい会員）・託児の有無（子どもの名前・年齢＜月齢＞）をご記入ください。

※講習会（託児）の申し込み後、キャンセルされる場合は早めにご連絡ください。

※締切日までの申し込みが必ず必要です。当日に急に来られても講習会を受け

　られません。ご了承ください。

申込用紙配布場所：○市役所保育児童課　○子育て支援センター　○いきいき

情報センター　○保健センター　○プラム・カルコア太宰府　○市民図書館

○男女共同参画推進センタールミナス　○総合福祉センター　○各認可保育所・

保育園　　

また、本市ホームページでも講習会の内容を掲載しています。

（市ホームページ→くらし・行政サイト→子育て・教育→ファ

ミリー・サポート・センターだざいふ→第４回会員登録講習

会のお知らせ）

  申し込み・問い合わせ

ファミリー・サポート・センターだざいふ（子育て支援センター内）

☎（９１８）００３４　　ファクス（９１８）００７７

開設時間：月～金曜日（午前９時～午後５時）

　休　み　：土・日・祝日、12月29日～１月３日

携帯用
二次元バーコード

市役所方面へ
西鉄五条駅

駐車場

病院
薬局

※一方通行です

太宰府病院

ごじょう
　　保育所

太
宰
府
中
学
校

五
条
台

方
面
へ

子
育
て

支
援

セ
ン
タ
ー

銀
行

いきいき情報
センター

（1F）保健センター
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さぁ

協働を
進めよう

問い合わせ　地域コミュニティ課（☎内線543）

vol.115

校区自治協議会のイベント情報（1 月）

実施校区・行事名 日　　時 場　　所

水城小校区
「合同清掃④」

13 日㈰
午前 10 時～ 11 時

西鉄都府楼前駅
周辺

国分小校区
「文化学習会②」

19 日㈯
午前 10 時 30 分～正午

水城ヶ丘公民館

※内容については、実施される校区の自治会長、または
　地域コミュニティ課にご確認ください。

11月24日㈯ 
太宰府東小校区「グラウンドゴルフ大会」

　校区住民の親睦と健康づくりを目的としたこの大

会も今回で６回目となりました。

　快晴のもと、16チームが出場し、91人の参加者は、

終始なごやかなムードで元気にプレーを楽しみました。

　グラウンドゴルフは高度な技術を必要とせず、ルー

ルが簡単で誰でも楽しめる生涯スポーツとして親し

まれており、運動不足解消はもとより、生活習慣病

の予防に効果があると言われています。皆さんもグ

ラウンドゴルフを始めてみてはいかがでしょうか。

11月11日㈰
太宰府小校区「ウォークラリー」

　体育委員会の企画により、今年で９回目になる

ウォークラリーを実施しました。

 自治会ごとに太宰府小学校を出発し、目標の竈門神

社まで行った後は九州国立博物館を通って再び太宰

府小学校に戻ります。本年は約320人が参加し、秋

晴れのなか自然を楽しみながら歩きました。

11月24日㈯
太宰府市西校区「ダーツ大会」

　今回で７回目となるダーツ大会がとびうめアリーナ

（総合体育館）で開催され、西校区自治会から20チー

ムが出場し、個人戦と団体戦の得点を競いました。

最高齢の89歳を筆頭に約100人の参加者が集い、会

場は大いに盛り上がりました。地域住民の健康増進

と親睦を深めることができました。

11月17日㈯ 
太宰府南小校区「地域・学校合同文化発表会」

　南小校区では毎年、文化部会が中心となり、合同

文化祭として作品展示とステージ発表を隔年で実施

しています。今年は太宰府南小学校の「音楽物語」、

PTA行事の「ふれあい南っ子まつり」と共催し、地域・

学校合同文化発表会としてステージ発表を行いました。

当日は、児童や保護者、地域の人が一緒に、地域で

活動されている団体のコーラスや踊りなどを観覧し

ました。出演した５団体の日ごろの活動の成果が披

露され、地域の文化活動に触れる良い機会になりま

した。
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No.353
柳
や な

井
い

　美
よ し

枝
え

（公社）福岡県人権研究所　特命研究員

　

青
春
学
校
は
、
北
九
州
市
で
行
わ
れ
て
い
る

自
主
夜
間
中
学
で
、
正
式
に
は
穴あ

の

お生
中
学
校
夜

間
学
級
と
い
い
ま
す
。
毎
週
月
・
火
曜
を
穴
生

小
学
校
で
、
木
曜
は
穴
生
市
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
て
お
り
、
木
曜
の
み
を
「
青
春
学
校
」
と
呼
ん

で
い
ま
す
。
学
習
者
は
日
本
人
や
在
日
コ
リ
ア

ン
の
高
齢
者
な
ど
で
、
日
本
語
の
読
み
書
き
を

中
心
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
学
習

を
し
て
い
ま
す
。　

　

開
校
の
き
っ
か
け
は
、
山
田
洋
次
監
督
の
映
画

『
学
校
』
で
舞
台
と
な
っ
た
東
京
の
公
立
夜
間
中
学

の
存
在
で
し
た
。
国
籍
を
問
わ
ず
何
歳
か
ら
で

も
学
べ
る
と
い
う
公
立
夜
間
中
学
は
、
九
州
に

一
校
も
無
く
、
そ
の
こ
と
に
問
題
意
識
を
持
っ
た

大
学
教
員
た
ち
と
一
緒
に
、
穴
生
市
民
セ
ン
タ
ー

で
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
青
春
学
校
に
は
「
青
春

を
取
り
戻
す
学
校
」
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て

お
り
、
本
年
は
開
校
か
ら
25
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

開
校
時
か
ら
の
学
習
者
に
当
時
73
歳
の
朴
順

南
（
仮
名
）
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
朴
さ
ん
は
在
日

コ
リ
ア
ン
１
世
で
、
23
歳
の
時
に
関
門
ト
ン
ネ

ル
工
事
に
従
事
し
て
い
た
夫
を
追
い
、
朝
鮮
半

島
か
ら
北
九
州
に
来
ま
し
た
。
4
人
の
子
を
も

う
け
ま
し
た
が
、
35
歳
で
夫
を
亡
く
し
、
そ
れ

か
ら
は
朴
さ
ん
一
人
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て

き
た
そ
う
で
す
。
「
日
雇
い
、
野
菜
売
り
、
で
き

る
こ
と
は
何
で
も
し
た
ね
。
食
べ
る
物
が
な
い

日
が
何
度
も
あ
っ
た
よ
。
子
ど
も
に
ご
飯
を
食
べ

さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
な
い
こ
と
ほ
ど
辛
い
こ
と
は

な
か
っ
た
ね
」
と
笑
い
な
が
ら
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

朴
さ
ん
に
読
み
書
き
の
体
験
を
尋
ね
る
と
「
一

度
も
学
校
に
は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
よ
。
子
ど

も
の
時
に
近
所
の
人
か
ら
一
回
だ
け
ハ
ン
グ
ル

を
教
え
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
か
ぎ
ゃ
、
こ

ぎ
ょ
、
日
本
語
の
あ
い
う
え
お
、
み
た
い
な
の
。

嬉
し
か
っ
た
ね
。
で
も
、
ハ
ン
グ
ル
を
書
い
た
紙

を
家
に
持
っ
て
帰
る
と
、
お
じ
い
さ
ん
が
、
『
女

に
字
は
い
ら
ん
』
と
言
っ
て
紙
を
び
り
び
り
と
破
っ

て
し
も
た
ん
よ
。
そ
れ
か
ら
は
一
度
も
字
の
勉

強
を
し
た
こ
と
が
な
い
よ
。
結
婚
し
て
日
本
に

来
て
も
仕
事
し
て
子
ど
も
を
育
て
な
い
け
ん
し
、

勉
強
す
る
暇
が
ど
こ
に
あ
る
か
ね
」
。

　

青
春
学
校
開
講
直
前
の
こ
と
で
す
。
私
は
朴

さ
ん
と
一
緒
に
大
阪
の
夜
間
中
学
を
訪
ね
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
大
阪
の
夜
間
中
学
で
は
、
朴

さ
ん
の
よ
う
に
女
性
で
あ
る
た
め
に
幼
少
期
に

文
字
を
学
ぶ
機
会
の
無
か
っ
た
、
多
く
の
70
代
80

代
の
ハ
ル
モ
ニ
（
お
ば
あ
さ
ん
）
た
ち
が
学
ん
で

い
ま
し
た
。
私
た
ち
が
教
室
へ
入
る
と
生
徒
さ

ん
が
朴
さ
ん
に
鉛
筆
を
貸
そ
う
と
し
た
の
で
す
が
、

朴
さ
ん
は
手
を
振
っ
て
断
り
ま
し
た
。
後
に
そ
の

理
由
を
聞
く
と
「
鉛
筆
の
持
ち
方
も
分
か
ら
ん
で

恥
ず
か
し
い
か
ら
断
っ
た
よ
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
阪
訪
問
か
ら
一
週
間
後
、
母
が
「
朴
さ
ん
家

で
す
ご
い
物
を
見
た
」
と
言
う
の
で
、
朴
さ
ん
宅

へ
行
く
と
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
、
お
孫
さ
ん
が
使
っ

て
い
た
と
い
う
何
冊
か
の
ノ
ー
ト
と
鉛
筆
が
置
か

れ
て
い
ま
し
た
。
母
に
促
さ
れ
て
ノ
ー
ト
を
開
い

て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
「
朴
順
南
」
と
い
う
名
前

だ
け
が
余
白
を
埋
め
尽
く
し
て
、
び
っ
し
り
と
書

か
れ
て
い
た
の
で
す
。
朴
さ
ん
は
「
大
阪
の
学
校

で
鉛
筆
も
握
り
き
ら
ん
で
恥
ず
か
し
か
っ
た
よ
。

今
ま
で
字
を
覚
え
よ
う
な
ん
て
思
っ
た
こ
と
も
な

か
っ
た
け
ど
、
大
阪
行
っ
て
自
分
よ
り
歳
の
多
い

人
が
勉
強
し
よ
る
や
ろ
。
だ
か
ら
家
に
帰
っ
て
す

ぐ
薬
の
袋
を
見
て
初
め
て
自
分
の
名
前
を
書
い

て
み
た
ん
よ
。
鉛
筆
の
握
り
方
が
分
か
ら
ん
か

ら
孫
か
ら
教
え
て
も
ら
っ
て
ね
。
あ
の
日
か
ら
何

回
も
書
く
け
ど
、
う
ま
く
書
け
ん
ね
」
と
、
は
に

か
み
な
が
ら
言
っ
た
の
で
す
。

　

驚
き
ま
し
た
。
帰
宅
し
た
日
に
生
ま
れ
て
初

め
て
鉛
筆
を
握
り
、
薬
袋
に
書
か
れ
た
自
分
の

名
前
を
見
て
何
日
も
ノ
ー
ト
に
書
き
綴
っ
て
い
た

の
で
す
。
「
初
め
て
字
を
書
い
た
時
、
あ
ー
こ
れ

が
う
ち
の
名
前
か
な
あ
っ
て
思
っ
た
よ
。
嬉
し
か
っ

た
ね
え
」
と
言
っ
て
、
は
に
か
む
73
歳
の
ハ
ル
モ

ニ
の
姿
を
目
に
し
、
私
は
感
動
の
あ
ま
り
に
声

も
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

青
春
学
校
に
は
多
く
の
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
す
。

朴
さ
ん
は
す
で
に
鬼
籍
に
入
ら
れ
ま
し
た
が
、

晩
年
私
に
「
青
春
学
校
の
お
陰
で
幸
せ
だ
っ
た
よ
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
映
画
『
学
校
』
の
中
で
「
幸

せ
っ
て
何
か
な
」
「
う
～
ん
」
「
そ
れ
を
探
す
の
が

本
当
の
勉
強
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
い
う
シ
ー
ン
が

あ
り
ま
す
。
朴
さ
ん
に
と
っ
て
の
幸
せ
と
は
、
勉

強
と
は
何
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
で
は
そ
れ

を
尋
ね
る
こ
と

も
で
き
ま
せ
ん

が
、
「
幸
せ
だ
っ

た
よ
」
と
い
う

言
葉
を
残
し
て

く
れ
た
こ
と
が
、

私
に
と
っ
て
の

最
大
の
喜
び
で

す
。

青
春
学
校
の
ハ
ル
モ
ニ

～
朴パ

ク
ス
ン
ナ
ム

順
南
さ
ん
の
思
い
出
～
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昨
年
の
防
災
だ
よ
り
の
総
集
編

を
、
１
月
号
（
前
編
）
と
３
月
号
（
後

編
）
の
２
回
に
わ
た
っ
て
掲
載
し

ま
す
。

　

ま
ず
は
昨
年
発
生
し
た
主
な
自

然
災
害
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ

防
災
専
門
官
　
野の

だ田
　
秀ひ

で
と
し敏

防
災
だ
よ
り

その39

災
害
と
防
災
対
策
（
前
編
）

昨
年
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
に
続

き
豪
雨
災
害
発
生
の
可
能
性
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
台
風
の
直
接
的
な
影
響

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
強
い

勢
力
で
上
陸
し
各
地
に
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
台
風
に
つ
い
て

も
注
意
が
必
要
で
す
。

「
防
災
だ
よ
り
」
を
活
用
し
て

災
害
に
備
え
よ
う
！

　

「
防
災
だ
よ
り
」
で
は
、
災
害
に

関
す
る
基
礎
的
な
知
識
や
備
え
、

地
震
・
風
水
害
（
土
砂
災
害
）
・
台

風
な
ど
の
対
策
や
災
害
情
報
な
ど

を
掲
載
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
注

意
喚
起
し
て
き
ま
し
た
が
、
災
害

に
対
す
る
知
識
や
日
ご
ろ
の
備
え

や
対
策
は
万
全
で
す
か
。

　

毎
年
襲
い
か
か
る
自
然
災
害
、

特
に
、
最
も
怖
い
地
震
や
風
水
害

に
対
し
「
自
分
の
命
は
自
分
で
守

る
（
自
助
）
」
こ
と
を
基
本
に
、
災

害
対
策
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

う
。
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
列
島
を

襲
い
、
中
に
は
大
規
模
災
害
と
な

り
激
甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　

自
然
災
害
の
代
表
格
で
あ
る
地

震
と
風
水
害
は
、
毎
年
日
本
各
地

で
発
生
し
て
お
り
私
た
ち
の
身
近

に
災
害
の
脅
威
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

「
太
宰
府
市
」
は
大
丈
夫
？

　

本
市
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
「
地

震
は
関
係
な
い
。
大
規
模
風
水
害

は
来
な
い
。
被
害
も
な
い
」
と
言

え
ま
す
か
。

●
地
震

　

市
の
西
部
を
警
固
断
層
が
、
北

東
部
に
は
宇
美
断
層
が
縦
断
し
て

お
り
、
か
つ
警
固
断
層
の
地
震
発

生
確
率
は
、
Ａ
ラ
ン
ク
（
高
い
）
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全

国
の
活
断
層
の
中
で
も
発
生
確
率

は
上
位
に
入
っ
て
い
ま
す
。

●
風
水
害

　

昨
年
、
１
日
で
３
３
２
ミ
リ
の

降
水
量
を
記
録
し
、
全
壊
１
戸
、

が
け
崩
れ
な
ど
の
被
害
を
も
た
ら

し
た
豪
雨
が
あ
り
、
西
日
本
各
地

で
多
数
の
犠
牲
者
を
出
す
な
ど
甚

大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
一

１月 記録的大雪、草津白根山噴火

３月 霧島新燃岳噴火

４月 島根県西部地震、大分県中津市耶馬渓町斜面崩壊

６月 桜島爆発的噴火、大阪北部地震

７月 ７月西日本豪雨、記録的猛暑

８月
台風大量発生、記録的猛暑
口永良部島噴火警戒

９月
台風２１号・２４号・２５号猛威
北海道胆振東部地震

①【自助】自分の安全を確保

　テーブルなどがない場合は、低
い姿勢になり両手で頭を保護する

②火の元確認

　火を使っているときは、揺れが
おさまってから、慌てずに火の始
末をする

④火が出たらすぐ消火

　消火器の備えや日ごろから消火
訓練で体験しておく

⑥山・崖崩れに注意

　危険のある地域に、お住まいの
方は早めに避難する

⑧ブロック、塀、川、狭い路
　地に近づかない

　避難時は、ブ
ロックや塀など
倒れやすいもの
や危険な物に近
づかない

③窓や戸を開け出口を確保

　家の中に閉じこめられないよう
に、玄関のドアや窓を開けて出口
を確保する。特にマンションなど
の中高層住宅では重要

⑤懐中電灯は身の周りに

　夜間などの災害に備え、就寝時
は手元に置いておく

⑦避難は徒歩、荷物は最小限

　非常持出品はリュック一つにま
とめ、移動は徒歩で（車はできる
だけ使わない）

⑨正しい情報と冷静な行動

　ラジオやテレビなどから正しい
情報を得て行動する

⑩避難の前に安全確認

　避難の前に電気のブレーカーを
落とし、ガスの元栓を閉める

地震対策10カ条
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こ

んに
ちは 保

健

師

で

す

食生活改善推進会だより

ブロッコリーの
カラフルサラダ

ブロッコリーは食べやすい大
きさの小房に分け、ゆでてザ
ルにあげて冷ましておく。

赤ピーマン・黄ピーマンをさっ
と湯がいて1センチ角に切る。

大根とりんごは皮をむいてす
りおろす。

しょうがをすりおろし、しょ
うが汁を作る。

③と④とＡを混ぜてドレッシ
ングを作る。

アーモンドはオーブンかフラ
イパンで軽く焼く。

器にブロッコリーを盛り、⑤
のドレッシングをかけ②と⑥
を飾る。

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

作り方

1.1ｇ

0.8ｇ

エネルギー　　　　　　　脂質

たんぱく質　　　　　　　塩分

54 kcal

4.0ｇ

一個分の栄養価

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
平
成
31
年
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

本
年
1
年
の
良
い
ス
タ
ー
ト
が

切
れ
る
よ
う
生
活
習
慣
に
つ
い
て

振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
は
自
分
の
健
康
状
態
を

　
　
　
　
　
　
知
る
こ
と
で
す

　

「
今
年
こ
そ
生
活
改
善
し
よ
う
！
」

と
意
気
込
ん
で
も
、
指
標
と
な
る
も

の
が
無
け
れ
ば
「
何
を
」「
ど
の
よ
う

に
」
行
動
改
善
す
れ
ば
よ
い
の
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
自
分
の

健
康
状
態
を
知
る
た
め
に
「
健
康
診

査
」
を
受
診
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
本
市
で
は
、
集
団
健
（
検
）
診

と
個
別
健
（
検
）
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
平
成
30
年
度
の
個
別
健
（
検
）

診
は
2
月
末
日
ま
で
受
診
可
能
で

す
の
で
、
未
受
診
の
人
は
早
め
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
年
1
回
の
「
健

康
診
査
」
で
ぜ
ひ
、
自
分
の
健
康
状

態
を
把
握
し
ま
し
ょ
う
。

受
診
す
る
だ
け
で
は

　
　
　
　
　
　

ダ
メ
!?

～
振
り
返
っ
て
み
よ
う
！

健
診
結
果
～

材料（4人分）
ブロッコリー   　　　　　　　1株

赤ピーマン　　　　　　　　 30ｇ 

黄ピーマン　　　　　　　　 30ｇ

大根　　　　　　　　　　　20ｇ

りんご　　　　　　　　　  1/2個

しょうが汁　　　　　　   小さじ１

　　酢　　　　　　　　　大さじ1

　　だし汁　　　　　　　大さじ1

　　薄口しょうゆ　　　　大さじ1

スライスアーモンド　　   大さじ１

　　　　   …………………

　      　……………………

　      　……………………

　 …………………………

　　………………………

　　　　………………

　　 ……………………

　          ………………

　　　　  　　  …………

                            ……

A

生
活
習
慣
改
善
の
近
道
は
…

ズ
バ
リ
！
結
果
の
振
り
返
り
で
す

　

健
康
診
査
の
結
果
を
見
て
「
少
し

痩
せ
た
！
や
っ
た
ぁ
」
「
去
年
よ
り

も
数
値
が
悪
く
な
っ
た
。
大
丈
夫
か

な
…
」
と
一
喜
一
憂
し
た
の
も
束
の

間
、
気
付
け
ば
翌
年
の
健
診
日
を
迎

え
て
い
る
、
と
い
う
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
重
要
な
こ

と
は
「
健
康
診
査
の
結
果
を
生
か
し

て
、
ど
の
よ
う
に
生
活
を
改
善
で
き

る
か
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

健
康
診
査
の
結
果
を
一
つ
一
つ

確
認
し
な
が
ら
過
去
と
最
新
の
健

康
診
査
の
結
果
を
照
ら
し
合
わ
せ

る
こ
と
で
、
自
分
の
体
の
変
化
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
か

ら
、
ど
の
よ
う
な
生
活
改
善
が
必
要

な
の
か
考
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

し
か
し
、
改
善
方
法
を
一
人
で
考
え

て
も
、
十
分
な
改
善
に
至
ら
な
か
っ

た
り
、
考
え
る
こ
と
自
体
を
難
し
く

感
じ
た
り
す
る
人
も
い
る
か
と
思
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市

民
を
対
象
に
健
康
栄
養
相
談
日
を

設
け
、
保
健
師
と
管
理
栄
養
士
に
よ

る
個
別
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
健

診
結
果
か
ら
見
出
せ
る
体
の
状
態

や
食
生
活
に
つ
い
て
、
一
人
一
人
に

合
わ
せ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
、
皆

さ
ん
の
健
康
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え

て
い
き
ま
す
。

　

現
在
生
活
改
善
に
取
り
組
み
中

の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
か
ら
改
善

さ
れ
る
人
な
ど
、
今
の
生
活
習
慣
が

自
分
の
体
の
状
態
に
適
し
て
い
る
か

確
認
す
る
た
め
に
も
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
健
康
栄
養
相
談
を
ぜ
ひ
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

〈
健
康
栄
養
相
談
日
〉

す
こ
や
か
相
談

毎
月
第
２
金
曜
日

（
受
付　

午
前
9
時
30
分
～
11
時
）

第
４
木
曜
日

（
受
付　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
）

※
予
約
制
で
す

予
約
方
法　

電
話
ま
た
は
窓
口

問
い
合
わ
せ

☎
（
９
２
８
）
２
０
０
０
（
平
日　

午

前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
）

元
気
づ
く
り
課　

保
健
師

※今はブロッコリーが旬で美味しい
時期です。ビタミンＣを多く含
み、風邪などを予防する働きが
あります。
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おめでとう　さい1
平成 年 月生まれ30　  1

23日 26日 23日 6日清
し

水
み ず

 友
ゆ り か

里花ちゃん 藤
ふ じ

田
た

　祈
ね ね

音ちゃん 大
お お さ き

崎　陽
は る

斗
と

ちゃん 光
み つ の ぶ

延　佑
ゆ う

音
と

ちゃん

22日

7日

5日

1日

15日

27日

16日

3日

19日

25日

26日

7日

20日

日
ひ

笠
か さ

　皓
こ う し ん

心ちゃん

八
や つ お

ツ尾　庵
いおり

ちゃん

今
いまいずみ

泉 いち華
か

ちゃん

有
あ り お か

岡　理
り ろ

路ちゃん

原
は ら

田
だ

　柊
しゅう

翔
と

ちゃん

佐
さ

藤
と う

　千
ち

晃
あ き

ちゃん

久
ひ さ な が

永　悠
ゆ う

真
ま

ちゃん

樺
か ば

　莉
り り な

々菜ちゃん

中
な か む ら

村　優
ゆ う

花
か

ちゃん

前
ま え か わ

川　大
た い し ん

心ちゃん

浦
う ら ぐ ち

口　葵
あおい

ちゃん

舞
ま い し ま

島　心
こころ

ちゃん

藤
ふ じ

田
た

　有
あ り

紗
さ

ちゃん

表情をつけて
伝えましょう

　子どもをほめたり怒ったりするときに、ママやパパたちはどう伝えていますか？

　長々と話さず簡潔な言葉、分かりやすい言葉で伝えるのはもちろんですが、その時どんな表情を心が

けていますか？

●喜怒哀楽は言葉と表情で伝えましょう

　ママたちは叱ったつもりでも、口調や表情が笑っていたら、子ども

は叱られたとは思わずに同じことを繰り返します。逆に、ほめている

のに無表情や怒り顔をすると、子どもはほめられたと感じないことが

あります。

　子どもに話しかける時は、言葉とともに表情をつけて伝えることを

心がけてください。

　では、具体的にどんなことをすればよいのでしょう。

　例えば、ほめる時に子どもをぎゅっと抱きしめる、場面に応じて「す

ごーい」などの感嘆の声を大きくあげる、してほしくないことをした

ときに泣きそうな悲しい顔をする、などです。

●さまざまな方法で子どもに伝えましょう　

　大人の表情や気持ちを子どもがすぐに読み取ることは難しいと思いますが、子どもは大人の真似をす

ることが大好きなので、パパやママの口調や表情を見て学んでいきます。言葉だけではなく、声色や表

情を上手に使って、子どもに気持ちが伝わるほめ方・叱り方をしてみましょう。

元気づくり課子育て支援センター　☎（９１９）６００１

応 

募 

方 

法

誕生日の３カ月前の１カ月間、電話または市ホーム
ページで受け付けしています。

（例）誕生日が平成30年4月の人は、1月に応募してください。

経営企画課広聴広報係
☎（921）2121（内線514）
 URL　ht tp: / /www.c i ty.daza i fu . lg . jp /admin/sosh ik i /

somu/204/379/575/10459.html
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みんなの
としょかん

市民図書館

http://www.library.dazaifu.fukuoka.jp/

（９２１）４８９６FAX

TEL （９２１）４６４６

○のついた日は休館日
金・土曜日（祝日を除く）は午後７時まで開館しています。

（ ）
平成30年11月

貸出開始資料から

●小説　14歳、明日の時間割（鈴木るりか／著）　血の雫（相場英雄／著）
東京輪舞（月村了衛／著）　パワー（ナオミ・オルダーマン／著）
ヘブン（新野剛志／著）　ダンデライオン（中田永一／著）
白いジオラマ（堂場瞬一／著）　ヨーゼフ・メンゲレの逃亡（オリヴィエ・ゲーズ／著）

●その他の本　語り継ぐこの国のかたち（半藤一利／著）没イチ（小谷みどり／著）
やわらかいごちそう（川上文代／著）　47都道府県政治地図（八幡和郎／著）
払ってはいけない（荻原博子／著）　好日日記（森下典子／著）
血圧の薬はやめてもよいか？（岡田正彦／著）

●随筆・詩などの文学　宮部みゆき全一冊（宮部みゆき／著）
先生、ちょっと人生相談いいですか？（瀬戸内寂聴、伊藤比呂美／著）
ごめん買っちゃった（吉田戦車／著）　 “介護後”うつ（安藤和津／著）
母の教え（姜尚中／著）

としょかんカレンダー
平成
31年

1

日

6

13

20

27

月

7

14

21

28

火

1

8

15

22

29

木

3

10

17

24

31

金

4

11

18

25

土

5

12

19

26

水

2

9

16

23

30
『14歳、明日の時間割』

鈴木るりか著、小学館
『先生、ちょっと

人生相談いいですか？』
瀬戸内寂聴著　伊藤比呂美著
集英社インターナショナル

『没イチ　パートナーを
亡くしてからの生き方』
小谷みどり著、新潮社

「だざいふのとしょかん 平成29年度の報告」を
発行しました。詳しくは、市民図書館ホームペー
ジをご覧ください。

鎮
ち

ん

ぜ

い

ま

い

西
米
の
東
大
寺
運
上

　

東
大
寺
は
、
古
代
以
来
の
基
本
的
な
財
源

で
あ
る
封ふ

こ戸
（
律
令
制
に
お
け
る
親
王
・
貴

族
・
寺
院
等
へ
の
俸
禄
の
一
つ
）
が
９
～
11

世
紀
に
次
第
に
形
骸
化
し
て
く
る
な
か
で
、

新
た
な
財
源
確
保
の
た
め
、
保ほ

う
あ
ん安
元
（
１
１

２
０
）
年
に
観
世
音
寺
の
末
寺
化
を
果
た
し

ま
す
。
観
世
音
寺
領
か
ら
東
大
寺
へ
納
入
さ

れ
る
年
貢
米
を
鎮
西
米
と
称
し
、
こ
の
鎮
西

米
は
、
長
き
に
わ
た
っ
て
東
大
寺
の
諸
法ほ

う

会え

を
支
え
る
重
要
な
財
源
と
し
て
機

能
し
ま
し
た
。

　

観
世
音
寺
領
か
ら
東
大
寺
へ
の

最
初
の
年
貢
輸
送
が
確
認
さ
れ
る

の
は
、
末
寺
化
し
て
間
も
な
く
の

大だ
い

治じ

２
（
１
１
２
７
）
年
の
こ
と

で
す
。
同
４
年
に
は
、
２
０
４
１

石
余
り
の
年
貢
米
の
う
ち
、
実
に

１
５
１
８
石
余
り
が
東
大
寺
に
収

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
次
第
に
こ
の
額
は
少
な
く

な
っ
た
よ
う
で
、
建

け
ん
き
ゅ
う久

６
（
１
１
９
５
）
年
、

東
大
寺
別べ

っ

と

う当
勝

し
ょ
う

賢け
ん

は
４
０
０
石
の
運
上
を

定
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
勝
賢
没
後
に
は
、

観
世
音
寺
別
当
定

じ
ょ
う

勝
し
ょ
う

の
訴
え
に
よ
っ
て
、
３

５
０
石
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
鎌
倉
後
期
頃

の
状
況
を
記
し
た
と
さ
れ
る
「
東
大
寺
年
中

行
事
」
（
年
間
に
行
わ
れ
る
法
会
や
行
事
の

必
要
経
費
と
そ
の
財
源
な
ど
を
書
き
出
し
た

史
料
）
で
も
、
鎮
西
米
の
年
貢
総
数
を
３
５

０
石
と
記
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
時

期
ま
で
は
３
５
０
石
の
運
上
で
固
定
化
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
南
北
朝
期
以
降

は
運
上
が
滞
り
、
量
も
大
幅
に
少
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
室
町
期
に
い
た
っ
て
も
東
大
寺

の
史
料
中
に
鎮
西
米
の
存
在
は
確
認
で
き
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
ま
で
は
鎮
西
米
の
運

上
が
存
続
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

近
年
、
三み

輪わ

眞し
ん

嗣じ

氏
が
東
大
寺
の
財
政
構

造
に
関
わ
る
研
究
と
し
て
、
鎌
倉
期
に
お
け

る
鎮
西
米
の
基
礎
的
な
考
察
内
容
と
、
「
東

大
寺
年
中
行
事
」
の
分
析
か
ら
み

る
鎮
西
米
の
財
源
と
し
て
の
特
徴

を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
鎮
西
米
は
12
月
か

ら
６
月
に
か
け
て
観
世
音
寺
領
庄

園
か
ら
数
度
に
渡
っ
て
東
大
寺
に

運
ば
れ
、
多
額
な
こ
と
と
東
大
寺

内
に
数
カ
月
に
わ
た
っ
て
プ
ー
ル

さ
れ
る
財
源
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

他
の
財
源
で
支
払
わ
れ
る
べ
き
用
途
に
も
流

用
さ
れ
る
柔
軟
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
指

摘
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
「
東
大
寺
年
中
行

事
」
の
分
析
か
ら
は
、
東
大
寺
財
政
の
中
で

大
半
を
占
め
る
の
は
寺
領
庄
園
で
は
あ
る
も

の
の
、
鎮
西
米
は
比
較
的
少
額
の
多
様
な
用

途
に
下
行
さ
れ
て
お
り
、
庄
園
な
ど
か
ら
の

収
入
を
補
完
し
、
諸
法
会
の
勤ご

ん
し
ゅ修
を
維
持
す

る
た
め
に
不
可
欠
な
財
源
で
あ
っ
た
と
し
て

い
ま
す
。
従
う
べ
き
見
解
で
し
ょ
う
。

公
文
書
館　

朱
雀　

信
城

～公文書館だより 　～57
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国際交流・韓国

　皆さん、こんにちは！年末年始はついつい食べ過ぎてしまい、太

りがちですよね。今回は、正月太りをなかったことにできるかも
3 3

しれ

ない、韓国で話題の食品をご紹介します。

　韓国人が大好きな美容とダイエット、さらに健康にも良いというこ

とで、今韓国のテレビ放送などでも紹介されているのが「カラマンシー」

です。カラマンシーはフィリピンで人気のある、シークヮーサーに似た

柑橘類の果実で、酸味が強くさっぱりとした味が特徴です。

　「奇跡の果実」と言われているカラマンシーには、レモンの30倍も

のビタミンCが含まれています。ビタミンCは、疲労回復やストレス

緩和にも良い栄養素で、シミやくすみの予防やコラーゲンの合成、免

疫力を高めて風邪を引きにくくする効果もあります。

　また、ビタミンＰとも呼ばれるヘスペリジン成分は、ビタミンＣ

の消耗を抑制するだけでなく、中性脂肪の原料となる脂肪酸を燃焼

させ、中性脂肪やコレステロール値を改善するため、血管の健康にも

良く、動脈硬化や脂肪肝などの生活習慣病の予防につながります。

　カラマンシーの果実は、主に飲み物や食品に香りをつけるために使

われます。韓国では、果汁の原液や果汁パウダー、果実酢、ジュース、

こんにゃくゼリーなど、カラマンシーを使ったいろんな種類の食品が

販売されており、スーパーやコンビニなどで手軽に買えるほど人気が

あります。最近は果汁を焼酎に割って飲む「カラマンシー酎ハイ」が

流行っています。

国際交流員　金
キ ム

雅
ア

英
ヨ ン

最近韓国で話題の美容と健康に良い食品は？

人権標語

それぞれの

　よさを知
し

ること　

　　思
おも

うこと
太宰府東中学校３年　安

あ べ

部　 萌
めぐみ

さん

つ

れ

づ

れ

太
宰
府
俳
句
会

太
宰
府
短
歌
会

宝
満
句
会

飛
梅
句
会

太
宰
府
川
柳
倶
楽
部

都
久
志
て
ん
じ
ん
句
会

介
弘　

紀
子
選

林　

加
寸
美
選

佐
々
木　

甘
露
子
選

小
池　

一
恵
選

持
永　

真
理
子
選

一
輪
の
帰
り
花
美は

し
万
よ
り
も

石
坂　

門
谷　

と
も

宝
満
山
の
襞
に
影
置
く
冬
日
和

大
佐
野
台　

金
丸　

恵
子

逃
げ
や
す
き
日
差
し
を
と
ど
め
帰
り
花

高
雄
台　

川
路　

泰
子

野
菊
咲
く
生
家
に
父
母
の
気
配
あ
り

大
佐
野　

鈴
木　

和
子

散
歩
道
ふ
と
振
り
返
る
帰
り
花

筑
紫
野
市 

大
瀬
戸　

洋
子

の
き
し
た
に
甘
く
な
れ
よ
と
つ
る
し
た
る

渋
柿
す
こ
し
熟
し
て
き
た
り

三
条
台　

木
下　

利
孝

弥
生
人
の
生た

つ

き活
聞
こ
え
る
吉よ

し

野の

ケが

里り

宇
宙
旅
行
も
近
い
と
い
う
に

五
条　

大
穂　

聡
子

気
分
悪
く
か
が
ん
で
を
れ
ば
気
付
か
ず
に

わ
が
一
行
が
行
つ
て
し
ま
ひ
ぬ

福
岡
市　

竹
森　

祐
彦

野
に
生
く
る
鶏
頭
の
紅
の
す
る
ど
か
り

ひ
ん
や
り
と
秋
の
風
わ
た
る
午
後

筑
紫
野
市　

工
藤　

不
二
子

秋
の
田
に
小
鷺
は
ひ
ょ
い
と
羽
ひ
ろ
げ

す
か
せ
て
見
せ
る
羽
の
骨
格

筑
紫
野
市　

渡
辺　

保
子

陽
だ
ま
り
に
卆
寿
の
母
や
木
守
り
柿

福
岡
市　

宮
津　

英
里
子

青
空
の
マ
ン
ト
を
羽
織
り
鳥
渡
る

筑
紫
野
市　

前
田　

蘭

神
々
も
香
に
つ
つ
ま
れ
し
菊
日
和

筑
紫
野
市　

西
村　

悦
夫

秋
惜
し
む
人
を
招
き
て
満
た
さ
れ
ず

湯
の
谷
西　

矢
野　

杏
子

甘
皮
を
剥
か
れ
ネ
イ
ル
を
冬
う
ら
ら

筑
紫
野
市　

貞
金　

志
帆

じ
ぶ
じ
ぶ
と
変
哲
も
な
く
大
根
煮
る

国
分　

松
尾　

満
子

大
根
と
魚
の
ポ
ワ
レ
赤
ワ
イ
ン

湯
の
谷　

脇
山　

郡
司

気
合
込
め
引
け
ば
ひ
よ
つ
こ
り
小
大
根

桜
町　

古
賀　

恭
子

豊
か
な
る
汲
ん
場
の
暮
し
干
大
根

筑
紫
野
市　

宮
田　

良
子

農
の
道
極
め
し
友
の
大
根
か
な

小
郡
市　

宮
原　

勝
彦

吟
行
の
礎
石
野
全
開
野
菊
晴

青
葉
台　

平
野　

香

紅
葉
散
る
枯
山
水
の
波
の
上

筑
紫
野
市　

羽
野　

喜
久
代

参
道
に
色
ど
り
添
へ
て
菊
日
和

大
野
城
市　

稲
岡　

と
み
子

リ
ハ
ビ
リ
の
百
歩
か
な
ひ
し
冬
日
向

高
雄
台　

荒
島　

由
美
子

宮
裏
に
芭
蕉
句
碑
あ
り
薄
紅
葉

長
浦
台　

徳
賀　

美
智
子

善
良
な
市
民
と
自
負
し
生
き
て
い
る

国
分　

岸
本　

し
ず
え

糠
床
を
宝
の
よ
う
に
守
る
老
母

水
城
ケ
丘　

植
村　
　

克
志

合
格
に
半
音
上
が
る
マ
マ
の
声

筑
紫
野
市　

吉
田　
　

敬
子

老
婆
心
苦
言
を
呈
し
煙
た
が
れ

春
日
市　

大
塚　
　
　

茂

結
ば
れ
た
喜
び
顔
に
あ
ふ
れ
出
る

大
野
城
市　

髙
原　
　

正
和

お詫びと訂正

広報だざいふ12月号「季節の生け花」の流派
に誤りがありました。正しくは「草月流」です。
お詫びして訂正します。

季
節
の
生
け
花

季
節
の
生
け
花

季
節
の
生
け
花

太
宰
府
市
華
道
連
盟

うめもどき、若松、コチア、デンファレ花材

尾
お

上
がみ

　れい子
こ

（筑紫野市）  小原流
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太宰府天満宮

参道

九州国立博物館

光明禅寺

鉄

駅
府
宰
太
鉄
西

P

P

P

P P

太宰府館地図

当館には駐車場がありません。コミュニティバス「まほろば号」をご利用ください。

休 館 日　毎週水曜日（ただし、祝日の場合翌木曜休館日）
開館時間　午前10時～午後６時
　　　　　　　（ただし、まほろばホールは午後10時まで事前予約で利用できます）

地域活性化複合施設

「太宰府館」（西鉄太宰府駅から徒歩2分）

〒818-0117　太宰府市宰府三丁目2番3号
☎（918）8700　　FAX（918）8701 

dazaifu-kan@city.dazaifu.lg.jp

３階まほろばホール 体験プログラム　〜事前申込要〜

★万葉集講座
1月12日（土）
開場：午後1時30分　開演：午後2時

大
おおしま

島信
のぶ

生
お

先生（皇學館大学教授）。

「大
おお

津
つの

皇
み

子
こ

と大
おおくの

伯皇
ひめみこ

女」。大津皇子は天武天皇の第三皇子
で、姉の大伯皇女は伊勢神宮の斎王を務めました。
本講座では、二人の生涯と歌についてわかりやすくお話
しします。なお、次回2月9日（土）は「梅花の宴」です。
入場料 :当日のみ参加2,000円(資料代込・事前申込要)
問い合わせ：松

まつ

尾
お

☎(922)7328

★みんなでうたいましょう♪
　岩﨑記代子ピアノ弾き語り お正月コンサート

1月15日（火）
開場：午後0時　開演：午後1時30分
歌って笑って深呼吸、健康は横隔膜から。
歌のお正月をしませんか♪
参加費 :1,000円(事前申込不要)

問い合わせ：岩
いわ

﨑
さき

記
き

代
よ

子
こ

☎(923)7881

★チャリティーコンサート
1月19日（土）
開場：午後2時30分　開演：午後3時
親しみのある曲を、歌やチェロ、サックスなどの演奏でお
届けします。
入場無料 : (事前申込不要)

問い合わせ：池
いけ

田
だ

セツヨ 080(5215)5659

フリマボックスオーナー募集！

★1階フリマボックス・物産コーナーで、地域の
方々の手作り作品などの展示・販売を行って
います。ぜひご覧ください。

体験プログラム

★2階体験工房では、梅ヶ枝餅焼き体験や木う
その絵付け体験を受け付けています。

　（※2週間前までに予約が必要です）

★木うそ絵付け体験
1月13日(日)　午前11時〜午後3時の間
インストラクター：太宰府木うそ保存会
参加費：1,000円(材料費込・事前申込不要)
※次回2月10日(日)

★史跡解説『門前町散策』
1月はお休みします。
※次回2月3日(日)

第173号
2019.1.1

★太宰府万葉歌碑めぐり
1月20日(日) 　午前10時出発
初詣をかねて太宰府天満宮境内の
歌碑、句碑をめぐります。(第３回)
申込は１月18日(金)まで。
参加費：1,000円
　　　　(昼食含む・事前申込要)
集合場所：太宰府館
※次回3月31日(日)
問い合わせ：太宰府館☎(918)8700

年始特別休館について
1月1日（火・祝）～1月7日（月）は休まず開館します。

1月8日（火）、1月9日（水）は休館します。

体験プログラム　〜事前申込は必要ありません〜

太宰府館ではそのほかにもお楽しみがいっぱい！

～ 詳しい内容は当館まで問い合わせください ～
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期

１
月
27
日
㈰
受
付
：
午
前
９
時

～
９
時
30
分
、
競
技
開
始
：
午
前

９
時
50
分
～
※
受
付
時
間
に
遅
れ

る
と
参
加
で
き
な
い
場
合
有
所

太

宰
府
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
太
宰
府
南
小
学
校
内
）
料

１
千

円
（
昼
食
代
含
む
）
申

地
域
の
担

当
理
事
へ
申
し
込
む
か
、
当
日
受

付
に
て
問

太
宰
府
市
囲
碁
連
盟
事

務
局
木
下
☎
（
９
２
３
）
７
５
９

３

番
号
を
記
入
の
上
、
〒
810-

8799
日

本
郵
便
㈱
福
岡
中
央
郵
便
局
留

「
市
民
半
額
会
」
宛
締

１
月
24
日

㈭
当
選
ハ
ガ
キ
発
送
日

１
月
28
日
㈪

頃
問

日
本
演
劇
興
行
協
会
市
民

半
額
会
事
務
局
☎
（
７
５
１
）
８

２
５
８

　

次
の
①
ま
た
は
②
の
土
地
の
相

続
登
記
に
つ
い
て
、
登
録
免
許
税

が
免
税
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す

（
免
税
期
間
は
い
ず
れ
も
２
０
２

１
年
３
月
31
日
ま
で
）
。
詳
し
く

は
近
く
の
法
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
だ
さ
い
。

①
相
続
に
よ
り
土
地
を
取
得
し
た

人
が
相
続
登
記
を
し
な
い
で
死

亡
し
た
場
合
の
相
続
登
記

②
市
街
化
区
域
外
の
土
地
で
相
続

登
記
の
促
進
を
特
に
図
る
必

要
が
あ
る
も
の
と
し
て
法
務
大

臣
が
指
定
す
る
土
地
の
う
ち
、

不
動
産
の
価
格
が
10
万
円
以

下
の
土
地
に
係
る
相
続
登
記

問

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局

☎
（
９
２
２
）
２
８
８
１

期

小
・
中
学
校
部
：
１
月
24
日
㈭

～
30
日
㈬
高
等
部
：
１
月
31
日
㈭

～
２
月
６
日
㈬
い
ず
れ
も
午
前
９

時
～
午
後
７
時
（
最
終
日
は
午
後

３
時
ま
で
）
所

小
郡
市
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（
小
郡
市
大
板
井
１
１

８
０-

１
）
内

児
童
・
生
徒
が
作

成
し
た
絵
画
、
デ
ザ
イ
ン
、
立
体

作
品
な
ど
の
作
品
展
示
問

福
岡
県

立
小
郡
特
別
支
援
学
校
☎
０
９
４

２
（
７
３
）
３
４
３
７

０
９
４

２
（
７
２
）
９
２
１
７

http://

ogori-ss.fku.ed.jp/

出
演
者

片か
た
お
か
あ
い

岡
愛
之の

助す
け

、
尾お

の

え上
松ま

つ

也や

、
中

な
か
む
ら
か
ず

村
壱
太た

郎ろ
う

ほ
か
期

①
３
月

３
日
㈰
午
後
４
時
②
４
日
㈪
午
後

４
時
③
６
日
㈬
午
後
４
時
④
８
日

㈮
午
後
４
時
⑤
12
日
㈫
午
前
11
時

⑥
12
日
㈫
午
後
４
時
⑦
13
日
㈬
午

前
11
時
⑧
13
日
㈬
午
後
４
時
所

博
多
座
（
福
岡
市
博
多
区
下
川
端

町
２
‐
１
）
定

各
50
人
（
応
募
者

多
数
の
場
合
抽
選
）
料

Ａ
席
７
千

２
５
０
円
。

手
数
料

４
０
０
円

（
１
枚
の
場
合
）
、
７
０
０
円
（
２

枚
の
場
合
）
申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に

希
望
日
時
（
１
通
１
公
演
）
、
参

加
人
数
（
２
人
ま
で
）
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

相
続
登
記
に
お
け
る

登
録
免
許
税
の
免
税
措
置

博
多
座
市
民
半
額
観
劇
会

三
月
花
形
歌
舞
伎
「
鯉
つ
か
み
」

第
87
回

太
宰
府
市
囲
碁
大
会

福岡県特定最低賃金
改定のお知らせ

　福岡県特定最低賃金が次のとおり改定されまし
た。（平成30年12月10日効力発生）

特定最低賃金 1時間

製鉄業、
製鋼・製鋼圧延業、

鋼材製造業
950円

電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、

情報通信機械器具製造業
905円

輸送用機械器具製造業 923円

百貨店、総合スーパー 867円

自動車（新車）小売業 915円

※特定最低賃金に該当しない産業は、福岡県最低賃金
　（1時間814円）が適用されます。

問い合わせ

　福岡労働局労働基準部監督課賃金室
　☎（411）4578　 （411）4875
　 https://jsite.mhlw.go.jp/fukuoka-roudoukyoku/

お
知
ら
せ

名　　称 日　時 場　所 相談員 内　容 料金・予約 問い合わせ

行政相談所
2/1㈮
10：00～15：00

総合福祉センター 行政相談委員
行政に対する意見、苦情、
要望などを聴き、行政の
改善に役立てます。

無料、不要
総務省九州管区
行政評価局
☎（431）7081

司法書士による

無料法律相談

1/12㈯
10：00～13：00

いきいき情報センター
208号室

司法書士

遺言・相続、不動産・法人
登記、多重債務、悪徳商
法、成年後見、裁判手続き
など（相談時間は30分間）

無料、要予約
（平日10：00
～16：00）

福岡県司法書士会福
岡南総合相談センター
☎（918）5264

弁護士による

無料法律相談

1/17㈭
13：00～16：00

福岡法務局筑紫支局
1階会議室

弁護士
経済的弱者のための法律
相談（資産基準あり）

無料、要予約
（随時、電話受付）
先着６人

法テラス福岡
050（3383）5502

筑紫地区

定例人権

（悩みごと）

相談

1/8㈫ 春日市役所

各市の
人権擁護
委員

差別、いじめ、暴力、虐
待、名誉毀損、家庭内及
び近隣のもめごと、セク
ハラ、ストーカー等の人
権問題や悩みごとの相談
に応じます。
ひとりで悩まずに人権擁
護委員に相談してみませ
んか。

無料、不要

春日市人権市民相談課
☎（584）1201

1/9㈬
筑紫野市山家コミュニティ
センター

筑紫野市人権政策課
☎（923）1111

1/10㈭
※10:00～12:30

大野城市総合福祉センター 大野城市人権男女共同参画課
☎（580）1840

1/10㈭
那珂川市男女共同参画推進
センターあいなか

那珂川市人権政策課
☎（953）2211

1/11㈮ 太宰府市役所 太宰府市人権政策課
☎（921）2121

時間は
10：00～15：00
※大野城市のみ
時間変更

※日時・場所は変更になる場合が
ありますので、事前に各市に問
い合わせください。

福岡法務局筑紫支局
☎（922）2881

行政書士による

無料相談会

1/18㈮
14：00～16：00

太宰府市商工会館2階会議室 行政書士
遺言・相続、成年後見、
悪質商法対策、公正証書、
創業手続、営業許可など

無料、不要
太宰府市商工会
☎（922）4345

成年後見制度に
関する相談窓口
「あんしん相談」

1/17㈭
13：00～16：00

総合福祉センター 弁護士
成年後見制度などに
関する相談

（相談時間は1時間）

無料、要予約、
電話相談可

太宰府市
社会福祉協議会
☎（923）3230

暮らしの悩み
無料相談会

1/13㈰
14：00～16：00

いきいき情報センター
203号室

行政書士

遺言書の作り方、相続手
続きの方法と成年後見制
度など高齢者のいろいろ
な悩み

無料・不要
ちくしふれあいライフ
サポート古杉昻一
☎ (928)0408

行政書士による

交通事故

無料相談会

1/19㈯
10：00～16：00

福岡県行政書士会館〈福岡市
博多区（ＪＲ吉塚駅前）〉

行政書士

交通事故解決までの流れが
知りたい、保険請求手続き、
後遺症（後遺障害）認定申請
手続きなどについて

無料、不要
福岡県行政書士会
☎ (641)2501（平日）

〈有料広告〉〈有料広告〉

「
夢
を
か
た
ち
に
、
心
を
い
ろ
に
」

ぼ
く
た
ち
、
わ
た
し
た
ち
の

作
品
展

相談

談

相
◆家庭児童相談
毎週月～金曜日　午前 8 時 30 分～午後 5 時
子育て支援センター内家庭児童相談室
☎ (924)0084

◆年金相談
毎週月～金曜日　午前８時30分～午後４時30分
国保年金課国保年金係

（☎ 内線 306） 談

相
　〇ちくし女性ホットライン　☎ (513)7335
　　月・水・木・金曜日　正午～午後 7 時／土曜日　午前 10 時～午後 5 時
　〇男性 DV 被害者のための相談ホットライン　☎ (571)1462
　　水・木曜日　午後 5 時～ 8 時／金曜日　正午～午後 4 時

◆ DV 相談
（全て祝日、年末年始を除く）



問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
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期

１
月
26
日
㈯
午
後
２
時
～
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階
ク
ロ
ー

バ
ー
ホ
ー
ル
内

講
演
お
よ
び
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
講

オ
レ
ン
ジ
ホ
ー
ム
ケ

ア
ク
リ
ニ
ッ
ク
紅べ

に

谷や

浩ひ
ろ
ゆ
き之

先
生
定

２
５
０
人
（
要
予
約
）
料

無
料
申

・
問

筑
紫
医
師
会
在
宅
医
療
・
介

護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
（
４
０

８
）
１
２
６
７

（
４
０
８
）
１
２

６
８

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
人
工
肛
門
・

人
工
膀
胱
を
つ
け
て
い
る
人
）
や
、

そ
の
家
族
な
ど
を
対
象
と
し
た
勉

強
会
で
す
。

期

１
月
19
日
㈯
午
後
２
時
～
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
階
東
棟

５
０
５
研
修
室
内

①
体
験
発
表

（
ウ
ロ
・
コ
ロ
）
②
相
談
会
対

オ

ス
ト
メ
イ
ト
、
家
族
、
医
療
関
係

者
、
介
護
職
員
、
希
望
者
料

無

料
申

不
要
問

（公社）
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
福
岡
県
支
部
事
務
局

☎
（
５
７
２
）
７
７
８
８

０
９
３
（
９
８
２
）
５
２
２
３

　

「
傾け
い

聴
ち
ょ
う

」
と
は
、
話
し
手
の
心

に
寄
り
添
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
ス
キ
ル
の
１
つ
で
す
。
傾
聴
の

技
術
や
心
得
を
実
践
的
に
学
ぶ
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

期

２

月
６

日
、
13
日
、
27
日
、

３
月
６
日
、
３
月
中
旬
（
実
習
）
、

20
日
の
水
曜
日
午
前
10
時
～
正
午

※
３
月
中
旬
（
実
習
）
は
水
曜
日

で
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
所

総

合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室

他
対

全
６
回
受
講
で
き
、
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
す
る
意

欲
が
あ
る
人
講

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本

ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
ー
チ
協
会
代
表
理

事
冨と

み
お
か岡

郁い
く

雄お

さ
ん
定

20
人
（
市
内

在
住
の
人
優
先
）
料

無
料
（
テ
キ

ス
ト
代
１
千
２
０
０
円
は
別
途
）

申
込
方
法

氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
住

所
・
日
中
連
絡
が
つ
く
電
話
番

号
・
年
齢
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

経
験
の
有
無
を
記
入
の
上
、
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
に
て

申

・
問

太
宰
府
市
社
会
福
祉
協

議
会
☎
（
９
２
３
）
３
２
３
０

（
９
２
３
）
０
５
７
８

　

福
岡
県
食
品
衛
生
法
施
行
条
例

で
は
、
営
業
施
設
ご
と
に
食
品
衛

生
責
任
者
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
責
任
者
と
し
て
の

知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

期

２
月
27
日
㈬
午
前
10
時
～
午

後
５
時
（
受
付
：
午
前
９
時
30
分

～
）
所

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
１
階

ク
ロ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
対

食
品
関
係

営
業
者
お
よ
び
従
事
者
、
希
望
す

る
人
（
栄
養
士
・
調
理
師
・
製
菓

衛
生
師
な
ど
の
資
格
を
保
有
し
て

い
る
人
は
食
遺
品
衛
生
責
任
者
と

し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
）
定

２
８
０
人
料

８
千
円
申

不
要
問

筑
紫
食
品
衛
生
協
会
☎
（
５
７
５
）

５
０
５
６

期

１
月
25
日
㈮
午
前
10
時
～
午

後
４
時
所

は
か
た
近
代
ビ
ル
1
階

（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
１-

１

-

33
）
対

お
お
む
ね
40
歳
か
ら
64

歳
ま
で
の
求
職
者
定

25
人
（
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
）
料

無
料

締

１
月
17
日
㈭
申

・
問

福
岡
県

中
高
年
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
受

託
業
者
パ
ー
ソ
ナ
ル
キ
ャ
リ
ア
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
）

☎
（
４
３
３
）
７
７
８
０

（
２
８
７
）
９
３
３
０

期

１
月
23
日
㈬
・
24
日
㈭
午
前
10

時
～
午
後
３
時
所

は
か
た
近
代
ビ

ル
１
階
（
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅

東
１-

１-

33
）
内

１
日
目
：
就
活

の
コ
ツ
、
応
募
書
類
の
書
き
方
、

２
日
目
：
面
接
の
コ
ツ
、
面
接
訓

練
。
受
講
後
は
、
再
就
職
専
門
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
１
対
１
で
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
対

お
お
む
ね
40
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
求
職
者
料

無
料

持

筆
記
用
具
・
履
歴
書
（
な
く
て

も
可
）
申

・
問

福
岡
県
中
高
年
就

職
支
援
セ
ン
タ
ー
（
受
託
業
者
パ

ー
ソ
ナ
ル
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
㈱
）
☎
（
４
３
３
）
７
７
８

０

（
２
８
７
）
９
３
３
０

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進

事
業
「
市
民
公
開
講
座
」

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

勉
強
会

食
品
衛
生
責
任
者

養
成
講
習
会

40
歳
か
ら
の
２
日
間
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー

販
売
・
接
客
（
サ
ー
ビ
ス
業
）

セ
ミ
ナ
ー

　

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高

校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学

等
に
入
学
・
在
学
す
る
子
ど
も
が

い
る
家
庭
を
対
象
と
し
た
公
的
な

融
資
制
度
で
す
。

融
資
額

子
ど
も
１
人
に
つ
き
３
５

０
万
円
以
内

金
利

年
１
・
78
％

※
母
子
家
庭
な
ど
は
年
１
・
38
％

（
平
成
30
年
11
月
12
日
現
在
）

返
済
期
間

15
年
以
内
※
母
子
家
庭

な
ど
は
18
年
以
内
※
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
で

検
索
）
で
確
認
く
だ
さ
い
。
申

・

問

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）
☎
０
５

７
０
（
０
０
８
６
５
６
）（
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
）
、
０
３
（
５
３
２
１
）
８

６
５
６

募
集
対
象

平
成
27
年
４
月
２
日
～

平
成
28
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
聴
覚
に
障
が
い
が
あ
る
幼
児

※
４
・
５
歳
児
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
募
集
期
間

１
月
28
日
㈪
～

２
月
４
日
㈪
正
午
入
学
選
考
日

２

月
15
日
㈮
問

福
岡
聴
覚
特
別
支

援
学
校
担
当
原
田
☎
（
８
２
１
）

１
２
１
２

　

福
岡
県
内
で
の
就
農
希
望
者

や
、
就
農
し
て
間
も
な
い
人
、
も

し
く
は
品
目
転
換
を
志
す
県
内
の

農
業
者
を
対
象
に
、
短
期
間
の
技

術
習
得
研
修
を
行
い
ま
す
。

募
集
科

研
修
科
（
野
菜
、
花
き
）
定

20
人
程
度
研
修
開
始
期

４
月
ま
た

は
８
月
研
修
期
間

６
カ
月
～
１
年

受
付
期
間

１
月
４
日
㈫
～
２
月
５

日
㈫
面
接
試
験
日

２
月
26
日
㈫
申

・
問

福
岡
県
農
業
大
学
校
（
〒

818-

0004
筑
紫
野
市
大
字
吉
木
７
６

７
番
地
）
☎
（
９
２
５
）
９
１
２
９

http://w
w

w
.fuknodai. jp/

募
集
人
員

１
人
（
夫
婦
も
可
）
対

50

～
70
歳
の
人

条
件

公
民
館
管
理

人
室
に
住
み
込
み
（
家
賃
、
電

気
・
水
道
料
不
要
）

手
当

年
額

80
万
円
程
度
※
委
細
は
面
談
の
う

え
決
定
申

・
問

都
府
楼
区
自
治
会

長
小お

畑ば
た

☎
（
９
２
４
）
４
９
７
３

期

１
月
30
日
㈬
午
後
２
時
～
４

時
所

筑
紫
総
合
庁
舎
２
階
大
会

議
室
（
大
野
城
市
白
木
原
）
内

講

演
「
膠
原
病
の
基
礎
知
識
～
全
身

性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
を
中
心
に
」

講

医
療
法
人
い
と
う
内
科
ク
リ
ニ

ッ
ク
院
長
伊い

藤と
う
ひ
さ久
生お

さ
ん
、
交
流

会
（
希
望
者
の
み
）
定

50
人
（
先
着

順
）
料

無
料
締

１
月
23
日
㈬

申
込
方
法

電
話
に
て
申

・
問

福
岡
県
筑

紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増

進
課
健
康
増
進
係
☎
（
５
７
３
）

３
１
０
０

福
岡
県
立
福
岡
聴
覚
特
別
支

援
学
校
幼
稚
部
入
学
者
募
集

平
成
31
年
度
福
岡
県
農
業

大
学
校
研
修
生
募
集

都
府
楼
公
民
館

管
理
人
募
集

国
の
教
育
ロ
ー
ン

膠こ
う
げ
ん
び
ょ
う

原
病
講
演
会
・
交
流
会

〈有料広告〉

募
集

講
座
・
教
室

　太宰府では還暦の齢を迎える皆さんの祝い行事として、
明治の時世から「梅上げ」が行われてきました。
　揃いの赤い法被を着て、除災招福の願いを込めた献梅木
を先頭に、太宰府中央公民館から天満宮まで賑やかに練り
歩き、道行く人に祝餅を配り、植樹して、宴を開いて厄を
晴らします。
　趣旨にご賛同の皆さん、ぜひ、ご参加ください。

実施日　平成31年3月9日㈯
対象者　昭和34年4月2日
　　　　～昭和35年4月1日生まれの男女
参加費　30,000円
　　　　（祭典料、梅木代、餅代、祝宴会費ほか）
締　切　１月31日㈭
申込・問い合わせ　事務局　御田　☎（922）8484

太宰府の伝統行事

「還暦亥子会梅上げ」参加者募集

談

相
◆一般（心配ごと・悩みごと）相談
毎週水・金曜日（第５週を除く）
午前 10 時～午後３時　総合福祉センター
☎（923）3230

◆消費生活相談
毎週月～金曜日　午前９時 30 分～午後４時

（昼休みは除く）市役所２階　消費生活相談室
（☎ 内線 348）

市役所や中央公民館などの公共施設へはコミュニティバス「まほろば号」をご利用ください。
問い合わせ　地域コミュニティ課（☎内線 539）



問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ

問
い
合
わ
せ
は
各
問
い
合
わ
せ
先
へ
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①
水
城
堤
散
策

　

解
説
員
が
水
城
跡
東
門
周
辺
を

案
内
し
ま
す
。

期

１
月
20
日
㈰
午
前
10
時
～
正

午
コ
ー
ス

水
城
館
～
東
門
礎
石
～

大
堤
之
碑
～
瓦
窯
跡
～
木
樋
跡
～

衣
掛
天
満
宮
～
姿
見
池
～
展
望
台

～
水
城
館
料

無
料
申

不
要
※
前

日
午
後
６
時
45
分
頃
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

レ
ビ
天
気
予
報
で
当
日
午
前
の
福

岡
地
方
の
降
水
確
率
が
60
％
以
上

の
と
き
は
中
止

②
史
跡
め
ぐ
り
（
宝
満
山
ゆ
っ
く

り
コ
ー
ス
）

※
元
気
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
事
業

期

１
月
26
日
㈯
午
前
９
時
～
午

後
３
時
コ
ー
ス

竈
門
神
社
～
正
面

道
～
宝
満
山
頂
～
キ
ャ
ン
プ
セ
ン

タ
ー
（
昼
食
）
～
大
谷
尾
根
道
～

鳥
追
峠
～
竈
門
神
社
内

国
史
跡

宝
満
山
の
修
験
道
の
痕
跡
（
西
院

谷
・
閼
伽
の
井
・
梵
字
岩
）
や
伝

説
（
益
影
の
井
・
竈
門
岩
・
馬
蹄
石
）

な
ど
を
訪
ね
ま
す
。
講

大
宰
府
史

跡
解
説
員
定

15
人
（
多
数
の
場
合

は
抽
選
）
持

昼
食
、
お
茶
※
雨

天
、
積
雪
の
場
合
は
中
止

③
も
っ
と
知
ろ
う
太
宰
府
講
座

「
発
掘
か
ら
み
た
大
野
城
跡
」

期

２
月
13
日
㈬
午
前
10
時
～
正

午
所

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府

４
階
多
目
的
ホ
ー
ル
内

大
野
城
跡

の
増
長
天
地
区
の
建
物
群
に
つ
い

て
、
発
掘
調
査
成
果
に
基
づ
く
復

元
映
像
も
ま
じ
え
て
解
説
し
、
当

時
の
大
野
城
跡
の
姿
を
考
え
ま

す
。
講

福
岡
県
教
育
委
員
会
文

化
財
保
護
課
下し

も
は
ら
ゆ
き
ひ
ろ

原
幸
裕
さ
ん
定

１

０
０
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

《
②
③
共
通
》

料

一
般
５
０
０
円
（
会
員
４
０
０

円
）
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ
、
フ

ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
に
て
締

２
週
間

前
必
着
申

・
問

〒
818-

0101
太
宰
府

市
観
世
音
寺
四
丁
目
６
番
１
号

（
大
宰
府
展
示
館
内
）

（公財）
古
都
大

宰
府
保
存
協
会
☎
（
９
２
２
）
７

８
１
１

（
９
２
２
）
９
５
２
４

info@
kotodazaifu.net

　

テ
キ
ス
ト
や
辞
書
の
選
び
方
と

使
い
方
、
仮
名
文
字
資
料
の
解
読

実
習
な
ど
く
ず
し
字
の
基
礎
の
基

礎
を
学
び
ま
す
。

期

２
月
５
日
、
19
日
の
火
曜
日

月
16
日
㈯
午
前
９
時
～
正
午
所

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太
宰
府
会
議

室
内

第
１
回
：
①
記
録
員
の
心
得

に
つ
い
て
②
統
一
記
号
に
つ
い
て

③
ス
コ
ア
シ
ー
ト
に
つ
い
て
第
２

回
：
①
第
１
回
講
習
の
復
習
に
つ

い
て
②
打
撃
率
、
守
備
率
、
防
御

率
に
つ
い
て
③
ス
コ
ア
シ
ー
ト
に

つ
い
て
第
３
回
：
①
自
責
点
お
よ

び
第
１
・
２
回
講
習
の
復
習
に
つ

い
て
②
Ｄ
Ｐ
（
指
名
選
手
）
お
よ

び
Ｆ
Ｐ
（
Ｄ
Ｐ
の
守
備
者
）
に
つ

い
て
③
ス
コ
ア
シ
ー
ト
に
つ
い
て

料

２
千
円
（
ス
コ
ア
リ
ン
グ
・
マ

ニ
ュ
ア
ル
代
含
む
）
問

太
宰
府
市

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
記
録
委
員
大お

お

武ぶ

☎
・

（
９
２
３
）
３
４
０
０

う
め
さ
ろ
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

【
広
報
力
ア
ッ
プ
編
】

～
効
果
的
な
チ
ラ
シ
作
り
の
ポ
イ

ン
ト
～

　

イ
ベ
ン
ト
の
集
客
や
メ
ン
バ
ー

募
集
、
団
体
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
市
民

活
動
を
す
る
上
で
、
「
広
報
」
を

必
要
と
す
る
場
面
は
意
外
と
多
い

も
の
。
今
回
の
講
座
で
は
、
効
果

的
な
チ
ラ
シ
作
り
の
ポ
イ
ン
ト
に

午
後
２
時
～
４
時
所
福
岡
共
同
公

文
書
館
２
階
研
修
室
（
筑
紫
野
市

上
古
賀
１-

３-

１
、
無
料
駐
車
場

あ
り
）
講
座
名

「
は
じ
め
て
の
く

ず
し
字
講
座
」
講

福
岡
共
同
公
文

書
館
荻お
ぎ

野の

寛ひ
ろ

美み

相
談
員
料

無
料

対

初
心
者
で
２
回
（
連
続
講
座
）

と
も
受
講
可
能
な
人
定

40
人
（
申

込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
申
込
方
法

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル
、
窓

口
に
て
締

１
月
24
日
㈭
申

・
問

福
岡
共
同
公
文
書
館
☎
（
９
１
９
）

６
１
６
６

（
９
１
９
）
６
１
６

８

http://kobunsyokan.pref.

fukuoka.lg.jp/

期

１
月
19
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

所

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
２
０

８
号
室
テ
ー
マ

「
平
安
時
代
の
大

宰
府
」
講

市
公
文
書
館
重し

げ
ま
つ松

敏と
し

彦ひ
こ

さ
ん
料

一
般
５
０
０
円
、
会
員
１

０
０
円
問

太
宰
府
を
語
る
会
木
村

☎
（
９
２
２
）
４
２
７
７

期

第
１
回
：
１
月
19
日
㈯
、
第
２

回
：
２
月
16
日
㈯
、
第
３
回
：
３

つ
い
て
学
び
ま
す
。
今
ま
で
に
作

っ
た
チ
ラ
シ
な
ど
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
（
な
く
て
も
可
）

期

１
月
25
日
㈮
午
前
10
時
～
正

午
所

い
き
い
き
情
報
セ
ン
タ
ー
２

０
１
号
室
料

無
料
講

芹せ
り

田た

博
ひ
ろ
し

さ

ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ミ
デ
ィ
エ
イ
ド
）

申

・
問

太
宰
府
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
「
う

め
さ
ろ
ん
」
☎
（
９
１
８
）
３
６
３

３

（
９
１
８
）
３
６
４
４

　

歌
が
好
き
な
人
、
趣
味
を
探
し

て
い
る
人
、
新
し
い
楽
し
い
仲
間

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

期

毎
週
土
曜
日
午
後
２
時
～
４

時
30
分
所

プ
ラ
ム
・
カ
ル
コ
ア
太

宰
府
、
男
女
共
同
参
加
推
進
セ
ン

タ
ー
ル
ミ
ナ
ス
、
い
き
い
き
情
報

セ
ン
タ
ー
講

二に
の
み
や宮

由ゆ

み美
さ
ん
、
ピ

ア
ノ
：
横よ

こ
は
ね羽

佐さ

と

こ

都
子
さ
ん
料

月

３

千

円

対

女

性

問

永

松

０
９
０
（
７
２
９
１
）
６
４
４
７

　

平
成
31
年
度
の
訓
練
生
を
募
集

し
ま
す
。

学
科

・
定

機
械
Ｃ
Ａ

Ｄ
科
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、
商

業
デ
ザ
イ
ン
科
、
Ｏ
Ａ
事
務
科
、

建
築
設
計
科
、
総
合
実
務
科
（
知

的
障
が
い
の
あ
る
人
対
象
）
そ
れ

ぞ
れ
20
人
、
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
25

人
、
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
音
声
パ
ソ

コ
ン
コ
ー
ス
（
視
覚
障
が
い
の
あ

る
人
対
象
）５
人
対

身
体
障
が
い
、

精
神
障
が
い
、
知
的
障
が
い
、
発

達
障
が
い
、
高
次
脳
機
能
障
が

い
、
難
病
な
ど
の
あ
る
人
（
手
帳

の
有
無
を
問
わ
な
い
）
。
た
だ
し
、

訓
練
に
よ
っ
て
応
募
資
格
が
異
な

り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
訓
練
期
間

１
年
間

（
た
だ
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
の

み
２
年
間
）
締

１
月
24
日
㈭
問

福

岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
☎
０

９
３
（
７
４
１
）
５
４
３
１

０

９
３
（
７
４
１
）
１
３
４
０
ま
た

は
、
近
く
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公

共
職
業
安
定
所
）

　

親
子
で
テ
ニ
ス
を
楽
し
ん
で
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
せ
ん
か
。

期

１
月
26
日
㈯
午
前
９
時
～
対

親
子
も
し
く
は
親
戚
料

１
組
１
千

円
申
込
方
法

直
接
ま
た
は
電
話
に

て
申

・
問

春
日
公
園
パ
ー
ク
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
☎
（
５
５
８
）
０
１
７
８

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
手
づ
く
り
ス

イ
ー
ツ
に
挑
戦
し
ま
せ
ん
か
。

期

２
月
３
日
㈰
午
前
10
時
～
午

後
１
時
30
分
所

福
岡
女
子
短
期

大
学
調
理
学
実
習
室
対

小
学
生
、

中
学
生
、
高
校
生
講

福
岡
女
子

短
期
大
学
健
康
栄
養
学
科
講
師
野の

村む
ら

幸ゆ
き

子こ

先
生
定

20
人
（
先
着
順
）

料

６
０
０
円
（
材
料
費
込
）

申
込
方
法

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
性
別
・

年
齢
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
電
話

番
号
・
講
座
名
「
季
節
を
感
じ
る

食
体
験
を
し
よ
う　

バ
レ
ン
タ
イ

ン
編
」
と
記
入
の
上
、
メ
ー
ル
・

フ
ァ
ク
ス
・
ハ
ガ
キ
に
て
締

１
月

18
日
㈮
申

・
問

〒
818-

0193
太
宰
府

市
五
条
四
丁
目
16
番
１
号
福
岡
女

子
短
期
大
学
庶
務
課
☎
（
９
２
２
）

４
０
３
４

（
９
２
２
）
６
４
５

３

kouza 3
4

@
fukuoka-int-u.

ac.jp

古
都
大
宰
府
保
存
協
会

主
催
講
座

第
19
回
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

記
録
員
養
成
講
習
会

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
講
座

太
宰
府
講
演
会

コ
ー
ル
み
ず
き

な
か
ま
募
集

101

九州国立博物館　総務課　村上洋平（市職員）

　あけましておめでとうございます。

　今年も、九博をよろしくお願いいたします。

　さて皆さん、お正月をいかがお過ごしでしょうか。

　九博は今年も元日から開館し、４階文化交流展示室第３室で特

集展示「玉－古代を彩る至宝－」を開催していますので紹介します。

　古代から人々は「玉」に対して身を飾る美しさだけではなく、魂・

霊（タマ）に通じる神秘性を見いだし、

特別な存在として扱ってきました。

　本展覧会では、玉とは何かを概観

し、どのように作られ扱われたのか、

その実態を探り、玉が果たした歴史

的役割を明らかにするとともに、古

代の人々が心を奪われた玉の美しさ

や、玉に込められた想いに迫ります。

　古代の人々の美意識の結晶ともい

える玉の魅力を、ぜひご堪能くださ

い。

　また、１月29日㈫からは特別展

「京都・醍
だ い

醐
ご じ

寺―真言密教の宇宙―」

を開催します。

　密教美術の宝庫ともいえる醍醐寺の約15万点の寺宝の中から選

りすぐった名宝104件（国宝32件、重要文化財49件を含む）を公

開しますので、ご期待ください。（詳しくは次号で）

1月の展示情報

＜特別展（３階特別展示室）＞

　○  京都・醍醐寺―真言密教の宇宙―

　　  会期：１月29日㈫～３月24日㈰

 ＜特集展示（４階文化交流展示室）＞

　○  玉－古代を彩る至宝－

　　  会期：１月１日（火・祝）～２月24日㈰

☆毎週金曜・土曜は午後８時まで夜間開館実施中☆

詳しくは九博ホームページ
（ www.kyuhaku.jp）をご覧ください。

福
岡
共
同
公
文
書
館

公
開
講
座

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

障
が
い
の
あ
る
人
の
職
業

訓
練
生
募
集
（
第
２
回
目
）

福
岡
女
子
短
期
大
学
公
開
講
座

「
季
節
を
感
じ
る
食
体
験
を

し
よ
う
」

春
日
公
園
親
子
テ
ニ
ス
教
室

「広報だざいふ」の音声テープの貸し出しを行っています。ご希望の場合は

社会福祉協議会〈☎（９２３）３２３０〉までお問い合わせください。声の広報だざいふ
広告掲載を希望される事業者の皆様は、下記広告代理店までお問い合わせください。

お問い合わせ・お申し込みは…   ㈱ホープ  ☎（716）1404

「広報だざいふ」
有料広告募集 !!
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休日在宅当番医 歯科休日急患診療

休日の急な歯痛などの場合に応急処置治療を行います。

診 療 日
日曜日、祝日、盆、

年末年始（12月30日～1月3日）

診療時間
午前９時～午後４時受付

（昼休みは午後零時30分～午後１時）

名 称
口腔保健センター

ちくし休日急患歯科診療所

所 在 地

電話番号

春日市春日原北町一丁目3-6

筑紫歯科医師会館内　☎（571）0118

期日 科目 病医院名 所在地 電話番号

1/1

（火・祝）

内科１次 松坂内科クリニック 大野城市錦町 ☎(502)2100

内科２次 福岡徳洲会病院 春日市須玖北 ☎(573)6622

外科 福岡徳洲会病院 春日市須玖北 ☎(573)6622

産婦人科 まなべ産婦人科医院 大野城市雑餉隈 ☎(571)4307

1/2

（水）

内科１次 伊原春日クリニック 春日市宝町 ☎(582)1478

内科２次 自衛隊福岡病院 春日市小倉東 ☎(581)0431

外科 自衛隊福岡病院 春日市小倉東 ☎(581)0431

産婦人科 あまがせ産婦人科 大野城市東大利 ☎(572)5503

1/3

（木）

内科１次 ゆうおう内科 大野城市下大利 ☎(501)7586

内科２次 福岡大学筑紫病院 筑紫野市俗明院 ☎(921)1011

外科 福岡大学筑紫病院 筑紫野市俗明院 ☎(921)1011

産婦人科 城野産婦人科クリニック 春日市一の谷 ☎(584)1103

1/6

（日）

内科１次 おおりん病院 大野城市中央 ☎(581)1445

内科２次 福岡徳洲会病院 春日市須玖北 ☎(573)6622

外科１次 黒﨑整形外科医院 那珂川市中原 ☎(954)2551

外科２次 福岡徳洲会病院 春日市須玖北 ☎(573)6622

産婦人科 吉川レディースクリニック 筑紫野市二日市北 ☎(918)8522

1/13

（日）

内科１次 二日市徳洲会病院 筑紫野市二日市中央 ☎(922)2531

内科２次 済生会二日市病院 筑紫野市湯町 ☎(923)1551

外科１次 小西第一病院 筑紫野市石崎 ☎(923)2238

外科２次 済生会二日市病院 筑紫野市湯町 ☎(923)1551

産婦人科 牛島産婦人科医院 太宰府市五条 ☎(921)2511

1/14

（月・祝）

内科１次 おかもと内科医院 春日市春日 ☎(595)6608

内科２次 原病院 大野城市白木原 ☎(581)1631

外科１次 城戸整形外科クリニック 春日市春日原北町 ☎(513)5002

外科２次 諸岡整形外科病院 那珂川市片縄 ☎(952)8888

産婦人科 永川産婦人科医院 筑紫野市紫 ☎(922)3164

1/20

（日）

内科１次 朱雀内科クリニック 太宰府市都府楼南 ☎(555)8635

内科２次 自衛隊福岡病院 春日市小倉東 ☎(581)0431

外科１次 陣の内脳神経外科クリニック 春日市春日原北町 ☎(582)3232

外科２次 自衛隊福岡病院 春日市小倉東 ☎(581)0431

産婦人科 早瀬川医院 筑紫野市二日市中央 ☎(924)3531

1/27

（日）

内科１次 杉病院　 筑紫野市二日市中央 ☎(923)6666

内科２次 福岡大学筑紫病院 筑紫野市俗明院 ☎(921)1011

外科１次 なかむら整形外科 筑紫野市原田 ☎(926)9300

外科２次 福岡大学筑紫病院 筑紫野市俗明院 ☎(921)1011

産婦人科 西尾産婦人科医院 筑紫野市紫 ☎(928)1103

※診療時間は、午前 9 時～午後 5 時です。往診はしません。
※午後 5 時から翌朝午前 9 時までの当番医は、消防署 [ ☎ (924)4119] へ

お尋ねください。
※当番医は急に変更される場合もあります。当番医が変更になっていないか、

また、診療可能な症状かどうかを、あらかじめ医療機関に必ず電話で確認
してください

※医療機関を受診すべきか迷った場合は「在宅患者救急時電話相談事業」を
ご利用ください。（℡：♯を押して 7119 または 092-471-0099） 

※診療費とは別に料金がかかる場合があります。詳しくは病院へお問い合わ
せください。

母子健康手帳交付 ー市民対象ー

○受付日時：毎週火曜日（休日を除く）
　　　　　　午前９時 20 分～９時 40 分

　※受付後、随時個別相談を行い、午前９時 45 分頃
から約 30 分間、母子健康手帳や妊婦健康診査補
助券などの説明を行います。

　※受付時間内に来所できない妊婦さんは、ご連絡 
をお願いします。

○持ってくるもの
　・妊娠届出書  ・上のお子さんの母子健康手帳
   ・①または②をそろえて

①マイナンバーカード（顔写真付き IC カード）
またはその写し

②個人番号の通知カードまたはその写しと運

転免許証またはパスポートなど
　※代理人は、委任状などが必要です。詳細は市ホー

ムページでご確認ください。

○連絡先および交付場所
　元気づくり課（保健センター）☎ (928)2000

（五条三丁目１－１いきいき情報センター１階）

小児科の夜間・休日救急診療

区分 曜日 診療時間 担当病院 所在地・電話番号

夜
間

火・木・土曜日
午後5時
  ～ 11時

福岡
徳洲会
病院

春日市
須玖北 4-5
☎（573）6622休

日

1/1（火・祝）
1/2（水）
1/3（木）
1/6（日）
1/13（日）
1/20（日）
1/27（日）

午前9時
 ～午後11時

夜
間

月・水・金曜日
午後5時
  ～ 11時 福大

筑紫病院

筑紫野市
俗明院一丁目
1-1
☎（921）1011

休
日

1/2（水）
1/14（月・休）
1/27（日）

午前9時
 ～午後11時

※受付時間は午後10時30分までですが、診療体制により
早く終了することがあります。事前に電話で確認をお願
いします。

※土曜日の午後１時～５時と各曜日の午後11時以降は各
病院（月・水・金曜日は福岡大学筑紫病院、火・木・土
曜日は福岡徳洲会病院）の救急診療部が対応することに
なります。

※ 診療時間内でも状況により救急診療部からの支援体制を
図る場合があります。   

※ 小児救急医療電話相談（℡：#を押して8000）

こころの相談
内容：こころの悩みや不安の相談を精神科医師がお受けし
　　　ます。
日程：第３木曜日
　　　（祝日は別日に変更。お知らせカレンダー参照）
　　　① 13：00 ～　② 13：40 ～　③ 14：20 ～
場所：保健センター　※前日までに要予約
問い合わせ：元気づくり課（保健センター）  ☎（928）2000

１月

1 （環）ごみ収集休み

2 （環）ごみ収集休み

3 （環）ごみ収集休み

4〜6

7
（高）男性のためのすこやか運動教室（上級編筋力トレー

ニング、いきいき情報センター）13:30 ～ 14:30
　　 （受付13:00 ～ 13:30）

8 （保）乳幼児健康相談　（受付13：15 ～ 14：30）

9 （保）３歳児健診（Ｈ27年11/6 ～ 11/25生まれ）

10
（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、75歳以上、

総合体育館）13:30 ～ 14:30（受付13:00 ～ 13:30）

11

（保）すこやか相談（要予約）（9:30 ～ 11:00）
（高）すこやか相談（要予約、口腔、栄養、保健）（9:30 ～ 12:00）
（保）マタニティクッキング（いきいき情報センター）（要予

約）10:00 ～ 12:00（受付9:45 ～ 10:00）
（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、75歳～ 79歳、い

きいき情報センター）13:30 ～ 14:30（受付13:00 ～ 13:30）
（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、80歳以上、いきいき情

報センター）15:00 ～ 16:00（受付14:20 ～ 14:50）

12〜14

15 （保）３歳児健診（Ｈ27年11/26 ～ 12/21生まれ）

16 （保）１歳６か月児健診（Ｈ29年6/1 ～ 6/30生まれ）

17

（保）こころの相談（要予約）
　　(①13：00 ～②13：40 ～③14：20 ～ )

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、65歳～ 74歳、総合
体育館）13:30 ～ 14:30（受付13:00 ～ 13:30）

18

（保）ピッカピッカ歯科教室(要予約）10:30 ～ 12：00、13：30
～ 15：00（受付10：15 ～ 10：30、13：15 ～ 13：30）

（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、70歳～ 74歳、いき
いき情報センター）13:30 ～ 14:30（受付13:00 ～ 13:30）

（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、65歳～ 69歳、いきい
き情報センター）15:00 ～ 16:00（受付14:20 ～ 14:50）

19

20 （環）環境美化センター日曜開放（9:00 ～ 12:00）

21
（高）男性のためのすこやか運動教室（上級編筋力トレー

ニング、いきいき情報センター）13:30～14:30（受
付13:00～13:30）

22 （保）４か月児健診（Ｈ30年9/11～9/30生まれ）

23

24
（保）すこやか相談（要予約）（13:30～15:30）
（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス体操、75歳以上、

総合体育館）13:30～14:30（受付13:00～13:30）

25

（子）ママ・ぷれママひろば（要予約）（10:00～11:30）
（高）すこやか運動教室（中級編パラディソ体操、80歳以上、いき

いき情報センター）13:30～14:30（受付13:00～13:30）
（高）すこやか運動教室（初級編ケアビクス、75歳～79歳、いき

いき情報センター）15:00～16:00（受付14:20～14:50）

26〜27

28
（高）男性のためのすこやか運動教室（上級編筋力トレー

ニング、いきいき情報センター）13:30～14:30
（受付13:00～13:30）

29〜31

金

月

金

金

月

火

火

火

火

月

木

木

木

水

水

木

水

日

市内の交通事故　　　  （件）

10月分 H30累計 H29累計比

発生件数 42 385 -2

死　　者 1 3 +1

傷　　者 60 511 -6

市人口の動き

人　口 71,843 人　 ( +13 )

　　男 34,408 人　 ( +17 )

　　女 37,435 人　 ( -  4 )

世帯数 31,556 世帯 ( +33 ) 

平成30年11月末
(　 ) は前月差

市ホームページで
イベント情報を発信しています！ 問い合わせ

（保）→元気づくり課（保健センター）　☎（928）2000

（子）→元気づくり課（子育て支援センター）　☎（919）6001

（高）→高齢者支援課（包括支援係）　☎（929）3210

（環）→環境課（ごみ減量推進係）　☎内線 362
問い合わせ　経営企画課広聴広報係（☎内線 514）

太宰府市　イベント情報

今月の水道修理当番表

期日（曜日） 修理当番業者
電話番号

昼 夜間

1月  1日（火・祝） ㈱一新工業 ☎ (922)8111 090(1971)9629

1月  2日㈬ ㈱筑紫商会 ☎ (921)1155 080(4122)2438

1月  3日㈭ ㈲美建工業 ☎ (922)3579 ☎ (924)1527

1月  4日㈮ ㈲太成興業 ☎ (921)3239

1月  5日㈯ ㈲平山設備工業 ☎ (923)1468

 1月  6日㈰～10日㈭ ㈲ムサシ工業 080(2695)0565

 1月11日㈮～20日㈰ ㈲馬場崎設備 ☎ (924)1672

 1月21日㈪～31日㈭ ㈲平山設備工業 ☎ (923)1468

※業務内容によっては取り扱いできないものもあります。

 取扱業務・問い合わせ

○住民票の写し、印鑑証明、戸籍の記録事項証明など
　市民課（☎内線 304）

○所得証明、課税証明など　税務課（☎内線 330）

毎月第２・４土曜窓口サービス実施中

今月は12日㈯・26日㈯の

午前９時から正午まで開庁します。

市県民税 ……………………… ４期

国民健康保険税 ……………… ８期

介護保険料 …………………… ８期

後期高齢者医療保険料 ……… ７期

※納付は便利な口座振替をご利用ください。

小 児 救 急 医 療 電 話 相 談
電話番号　♯ 8000

　　　 または☎（661）0771

子どもの急な病気（発熱・下痢・吐く・けいれん・ひきつけ等）に、
看護師または必要に応じて小児科医が保護者からの相談に応じます。

相談時間　午後７時～翌朝午前７時／土曜日　正午～翌朝午前７時／日祝日　午前７時～翌朝午前７時
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この広報紙は再生紙

を利用しています。

編集/太宰府市総務部経営企画課：〒818-0198　太宰府市観世音寺一丁目1番1号
　　　☎092(921)2121　FAX(921)1601　　　keiei-kikaku@city.dazaifu.lg.jp

で
、
竜

り
ゅ
う

頭ず

と
い
う
吊
り
鐶か

ん

部
分
に
は
猛
々

し
い
双
龍
が
、
鐘

し
ょ
う

身し
ん

の
上
帯
お
よ
び
下

帯
に
は
肉
太
の
忍に

ん
と
う冬

唐か
ら

草く
さ

文も
ん

、
撞つ

き
座
に

は
新し

ら

ぎ羅
系
瓦
に
似
た
蓮れ

ん

華げ

文も
ん

が
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
撞
き
座
の
位
置
は
古
い
も
の
ほ

ど
高
い
傾
向
が
あ
り
、
観
世
音
寺
の
鐘
は

鐘
身
の
五
分
の
二
ほ
ど
の
高
さ
に
あ
り
、

奈
良
時
代
ま
で
の
古
鐘
の
中
で
も
特
に
高

観
世
音
寺
の
梵
鐘　

―
国
宝
・
飛
鳥
時
代
―

観世音寺梵鐘（高さ 159.5㎝、口径 86.4㎝　）

観世音寺所蔵、九州歴史資料館提供画像に加筆

　

「
…
観
音
寺
は
た
だ
鐘
の
声
を
聴
く
」

と
、
９
０
１
年
か
ら
の
約
２
年
間
を
観
世

音
寺
か
ら
１
km
ほ
ど
離
れ
た
南
館
（
今
の

榎
社
）
で
過
ご
し
た
菅
原
道
真
が
、
漢
詩

「
不
出
門
」
の
中
で
詠
ん
で
い
る
の
は
、

こ
の
観
世
音
寺
の
梵
鐘
の
こ
と
だ
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
梵
鐘
は
銅
製
の
鋳
造
に
よ
る
も
の

い
位
置
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
梵
鐘
と
〝
兄
弟
鐘
〟
と
言
わ
れ
る

銅
鐘
が
、
京
都
の
妙

み
ょ
う

心し
ん

寺じ

に
あ
り
ま
す
。

二
つ
の
鐘
は
、
竜
頭
の
大
き
さ
や
上
帯
・

下
帯
の
唐
草
文
に
差
異
は
あ
り
ま
す
が
、

鐘
身
の
サ
イ
ズ
や
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
、
撞

き
座
の
位
置
や
大
き
さ
、
上
帯
・
中
帯
・

下
帯
の
位
置
と
幅
な
ど
が
一
致
し
て
お

り
、
鐘
身
部
が
同
じ
挽ひ

き

形が
た

か
ら
作
っ
た
鋳い

型が
た

で
製
作
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
妙
心
寺
の
鐘
に
は
、
陽

よ
う
ち
ゅ
う鋳

さ
れ
た
銘

文
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
６
９
８
年
に

現
在
の
糟
屋
郡
で
作
ら
れ
た
も
の
と
分
か

り
、
製
作
年
が
明
ら
か
な
銅
鐘
と
し
て
は

日
本
最
古
の
も
の
で
す
。
観
世
音
寺
の
鐘

も
妙
心
寺
の
鐘
と
近
い
時
期
に
製
作
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
は
、
竜

頭
や
上
帯
・
下
帯
の
唐
草
文
の
形
態
の
違

い
か
ら
、
観
世
音
寺
の
鐘
の
方
が
よ
り
古

い
も
の
と
す
る
見
解
が
有
力
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

妙
心
寺
の
鐘
は
引
退
し
、
現
在
は
法

は
っ
 
と
う堂

の
中
に
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
観
世
音

寺
の
鐘
は
今
な
お
現
役
で
、
秋
の
太
宰
府

天
満
宮
の
神
幸
式
大
祭
（
通
称
「
ど
ん
か

ん
祭
り
」
）
の
際
に
は
お
下
り
・
お
上
り

の
儀
で
行
列
が
観
世
音
寺
の
南
の
ど
ん
か

ん
道
を
通
過
す
る
時
に
合
わ
せ
て
、
鐘
が

衝
か
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
晦
日
に
は

除
夜
の
鐘
が
撞
か
れ
、
最
後
に
ご
住
職
が

撞
く
鐘
の
音
と
と
も
に
新
し
い
年
が
迎
え

ら
れ
ま
す
。
太
宰
府
の
ま
ち
に
響
き
渡
る

こ
の
日
本
最
古
の
鐘
の
音
は
、
「
残
し
た

い
〝
日
本
の
音
風
景
１
０
０
選
〟
」
に
選

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

観
世
音
寺
は
、
天
智
天
皇
が
６
６
１
年

に
亡
く
な
っ
た
母
・
斉さ

い

明め
い

天
皇
の
追
善
供

養
の
た
め
に
発ほ

つ

が

ん願
し
た
寺
で
、
遅
く
と

も
７
４
６
年
ま
で
に
は
完
成

し
、
法
要
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
梵
鐘
は
、
7
世
紀

末
頃
に
作
ら
れ
観
世
音
寺
創

建
期
か
ら
今
ま
で
を
見
守
り
、

そ
し
て
往
時
に
生
き
て
い
た

人
々
が
耳
に
し
た
音
を
現
代

の
私
た
ち
に
も
聞
か
せ
て
く

れ
る
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

文
化
財
課　

遠
藤　

茜

竜頭
（35.4㎝）

鐘身
（118.0㎝）

笠形

上帯

中帯

撞き座

下帯

除夜の鐘の様子
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